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S
t
e
h
i

の
遨
破
せ
る
如
く
、
展
も
傲
大
な
る
1

マ

」

眞
■
ビ
が
自
明
の
现
ヾ」

し
て
似
想
界
C 

現
は
れ
る
た
め
に
は
、
永
年
の
寧
備
を
必
要
ご
す
る
。
_

は
各
く
自
£
■
史
に
現
は
れ
來
た
る
以
前
に
、
塞

の
 

擓
史
を
有
し
て
ゐ
.る
。
乍
併
斯
る
諸
现
象
の
痕
跡
を
尋
ね
る
者
は
恒
R
後
世
の
人
々
で
あ
つ
て
、
其
當
時
の
V
々

は

. 

殆
ん
ざ
之
を
觀
過
し
て
吐
舞
ふ
。
然
し
斯
る
硏
究
の
成
果
に

據

れ

ば

、
總
：.て
重
大
な
る
帶
遍
的
姐
想
は
武
袈
せ
る

; 

M
m
e
x
v
a

の
知
く
、
.
決
し
.て
一
個
人
の
腦
裡
か
ら
發
生
す
る
も
の
で
は
無
ぐ
、
寧
ろ
其
發
生
す
る
や
、
積
年
の
举
前 

の
成
果
ど
し
て
有
機
的
形
態
を
猓
つ
て
现
は
れ
ノ
且
つ
や
諸
般
の
外
的
關
係
を
埃
て
前
め
て
外
而
^
現
出
す
る
汶
到 

る
毛
の
で
あ
る
o 

£
ー〕

マ
ル
ク
ス
の
階
級
_

#
說
又
然
り
で
あ
る
。
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e
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s

は
i

A
八H i

年『

共
產
S

日.言』

第
四
版
序
文
中
に
於
て
這
個
職
級
闘
银
說
を
直
截
W
®
に
耍 

^
し
た
る
後
、
5i
r
說
を
创
設
せ
しi〈

arl 

M
a
r
x

の
功
«
を
極
カ
顿
谓
し
て
ま
ふ
、

r

宣

筲

；を
賞
{
根
.本
I

想
ぐ
し

は
即
ち
次
の
如

ぐ

で
あ
.る
'。辦
濟
购
生

_

及
.び
之
ょ〜
.必
然
的
：.に
生

起

；す
る

：各
.膝

.
f
t
時

代
の
社
會
紐
織
は
當
該
時
代
の
政
治
的
、
知
識
的
歴
史
の
基

礎

で

あ

る

こ

V」
、

從
て
總
て
の
靡
史

(

原

始

社
會
の
土 

，

.

.

.

..

.地
典
‘鹿
制
が
崩
潰
し
て
以
來)

は
：階
級
闘
爭
の
歷
史
で
あ
る
こ
と
，
即
ち
社
會
的
發
達
の
各
段
階
に
於
け
る
被
搾
取

階
級
對
*
取
階
級
、
：被
支
：®
階
級
對
支
.配
階
級
の
闘
爭
の
糜
史
で
あ
る
こ 

>

」

>
而
し
て
，此
闘
#
は
今
や
、
被
搾
取
階
し 

. 

::
:
,級
、
被
抑
膽
階
級(

ギ
ロ
::
;レ
タ
ゾ
デ
：

)

/
は
同
時
^
全
祉
會
を
永
遠
に
搾
取
、
抑
腮
、
階
級
.鬪
爭
か
ら
解
放
す
る
^
非

:: 

;
ざ
れ
ば
又
：彼
等
を
搾
取
し
"
抑
膨
：せ
る
階
級(

ブ
ル
ジ
ョ
ッ
ジ
ィ)

か
ら
解
放
せ
ら
れ
得
な
い
が
如
き
時
期
^
到
達
せ
：

: 

る
も
の
な
る
こ
と
^

^
こ
の
很
本
忍
想
は
徹
頭
做
見
マ
ル
ク
ス
の
#

で
あ
る』

ミ
。
g

rl
ド 

惟
ふ
に
マ
ル
ク
ス
を
し
て
斯
說
創
成
の
榮
眷
を
擔
は
し
め
んV」

す

る

M
ncr
q
'
e
l
s
の
情
誰
尙
掬
す
可
し
ビ
す
る
も
、

而
も
彼
の
所
說
の
聊
か
誇
張
放
掃
に
失
し
て
、
公
正
を
璐
き
、
稍
く
も
す
れ
ば
吾
人
を
し
て
誤
解
を
招
致
す
る
恐
あ
. 

.る
こ
と
；

g

に 
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g
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s
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r

 

及
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V
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a
d
i
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r
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S
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の
指
摘
せ
る
如
く
で
あ
る
事
： 

は
否
定
す
る
事
が
出
來
な
い
。
.

.

：

.

'

H
e
c
h
s
o

名
は
前
記H

シ
ゲ
べ
ス
の
言
說
を
引
用
し
た
る
後
に
謂
ふ 

.『
H

シ
ゲ
ル
ス
の
所
說
は
采
し
て
1£
當
で
办
ら
'ぅ
か
0
否
。
,全
然
1£
當
で
あ
る
ミ
言
ふ
事
：は
出
來
な
い
。
就
中
、
エ 

,
ン
ゲ
ル
：ス
が
、
這
個
宣
言
'0
.根
本
忠
想
を
築
き
上
げ
る
に
際
し
て
自
己
の
協
カ
の
皆
無
な
る
こ
ど
を
說
け
る
の
，は
、
 

.決
し
て
：正
當
の
言
で
あ
る
.ミ
は
言
へ
な
い
。
遮
莫
這
個
思
想
の
極
め
て
童
嬰
な
る
要
素
は
夙
^
遙
に
初
期
の
社
會
的 

政
治
的
文
献
中
に
見
出
す
郫
が
出
來
る』

气

<

5

0 

,

.

.

.>
艮l

e
r

も
亦
-
ゾ
グ
ル
ス
の
言
質
を
捉
へ
之
を
雛
詰
し
て
歡
ふ

. 

『

土
.ゲ
ル
ス
の
斷
言
ず
る
所
は
明
に
矯
激
^
失
し
、
吾
人
の
異
議
な
き
能
は
ざ
る
所
で
あ
る
0
歷
史
の
內
容
は
ー
聯 

.
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の
階
級
.圆
爭
で
あ
る
事
を
發
見
し
た
這
個
の
哲
學
は
、
新
奇
な
る
も
の
で
あ
る
所
か
、
寧
ろ
社
會
主
義
的
傅
統
の
1:
古

の
部
類
に
厕
す
る
も
の
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
を
し
て
獨
6
階
顧
鬪
箏
說
創
成
の
榮
を
擔
は
し
め
ん
マ」

の
エ
ン
ゲ
ル
ス

の
謙
讓
な
る
硇
言
は
银
し
て
涔
人
の
信
を
{1
く
に
足
る
も
の
.で
あ
る
か
。
否
、
彼
の
所
說
を
保
持
す
る
事
は
闲
難
で

丨 

あ
.る
。，彼
の
所
說
は
聊
か
矛
盾
の
錄
あ
る
を
免
が
れ
ぬ
o
蓋
し
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
.
は
一
八
四
五
年
英
闕
勞
働
者
階
級
に

關
す
る
岛
著
の
中
で
"
舀
ら
，毛
這
個
の
根
本
姐
想
に
近
づ
^
た
る
事
を
自
負
せ
る
か
ら
で
あ
る
0

-
斯
く
て
マ
〃
ク

ス'
は
.to
個
の
思
想
を
表
明
せ
し
唯
.
}
の
者
で
も
な
く
、
亦
最
初
の
者
で
も
な
'い
事
は
.充
分
明
が
で
あ
る』

ビ
o (

註
四>
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又
謂
ふ

:
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^
^
 ̂

ス
が
，共
產
黨
宣
言
に
於
.い」
て
階
級
闘
爭
說
の
獨
創
性
を
主
張
せ
る
は
、
，
彼
自
身
、

誇
張
に
失
せ
し
や 

貧
者
對
常
者
.の
反
目
は
古
典
的
往
昔
の
時
代
に
於
い
て
も
敢
.て
異
士
す
る
に
足
ら
ぬ
媒
燊
で
あ
る
。

_ 

.而
し
5

も

初

期

の

社

會

主

義

者

は

決

反

百

の

事

實

を

看

取

し

て
.過
2

か
つ
た
の
で
あ
る』

气
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1

^

0

<.
1
:
&.,
等
の
說
く
所
縱
令
其
間
表
現
用
語
：の
相
遠
は
存
す
る
、

均
し
ぐ
エ
ン
ゲ 

.
ル
.ス
の
所
說
の
誇
大
粗
漏
を
戒
し
む
る
點
に
於
い
て
：は
皆
其
軌
を
同
じ
ぅ
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
是
等
の
批
評
は
エ
ン 

.グ
ル
ス
の
甘
受
せ
ざ
る
可
，か「

、ら
ざ
る
所
で
.あ
ら
ぅ
o
.

マ

ズ

ス
^

m

s

?

哲
學
的
、
宗
敎
的
見
解
は
當
該
社
會
の
經

濟
的
.構
造
に
依
つ
て
決
定
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
.る
。
旣
存
の
歷
史
的
社
會
が
其
生
活
維
持
並
^
生
命
繼
續
に
必
耍
な

‘
：
る
物
質
的
生
活
必
辦
品
を
法
產
す
る
方
法
が
變
化
す
る
ふ
，
之
マ」

典
^
新
な
る
經
濟
的
坐
活
條
件
に
適
«
し
て
、
そ 

'
,の
.全
觀
念
全
見
,
か
變
化
す
石
0:
從
0
:て
マ
ル
ク
ス
の
見
解
ね
依
れ
ば
、
階
級
_

讲
說
又
決
し
て
肫
然
の
所
8

で
_は 

馨

な
く
，
あ
る
#

宛
の
歷
史
的
認
1

段
階
の
所
產
で
あ
る
0

此
の
#
:味
卩
於
.い
て
、；
前
部

h
ゾ
ゲ
〃
ス
の
言
明
は
，®
か 

_

 

1;
:
.
!
、
.
自
家
の
面
を
#

つ
.?>
;

の
で
あ
か
,

®

:A

は
這
概
«:
.»

闘
爭
說
を
一
個
の
體
系
ど
し
て
槪
括
綜
合
せ
し
マ
ル
ク
ス 

，の
業
績
を
認
む
る
に
咨
か
な
る
も
の
で
は
な
い
が
ノ
斯
說
は
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
»

す
る
如
く
、
決
し
て
先
人
未
踏
の
領 

域
^

非
ら
す
、
幾
多
の
先
人
の
腦
裡
を
迀
餘
IJ
l
frf

し
，
彼
等
の
眞
摯
な
る
思
索
の
集
職
を
埃
て
、
初
め
て
マ
ル
ク
ス
..

:

R

於
い
て
系
統
化
せ
ら
れ
槪
念
化
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
"
果
し
て
然
ら
ば
楚
等
先
驅
者
の
见
想
は
如
何
な
る
程
度 

ま
で
マ
ル
ク
ス
の
た
め
:̂

道
；を
^

拓
し
た
か
、
是
等
の
思
想
か
ら
マ
ル
タ
ス
は
何
物
を
繼
承
し
た
か
、
而
し
て
-」
の 

繼
•水
せ
し
も
の
を
如
何
に
同
化
し
た
か
、
又
新
^

る
社
會
學
的
經
驗
友
び
こ
れ
ょ
り
獲
#
せ
し
知
識
に
®
さ
て
何
物 

を
附
加
し
た
か
、

こ
れ
論
及
を
要
す
る
緊
要
問
題
で
あ
る
。
蓋
し
之
に
依
て
マ
ル
ク
ス
階
級
闘
爭
說
の
歷
史
的
意
義 

.

.

並
に
其
固
衝
の
本
質
は
關
明
せ
ら
る
る
に
到
る
か
ら
で
あ
る
。
而
し
て
本
稿
の
目
的
も
亦
實
に
愛
に
存
す
る
も
の
で
，

;
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吾
人
は
先
づ
斯
說
の
本
質
的
内
容
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呈
示
し
"
以
て
吾
人
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力
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五

の
讓
を
確
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
此
の
.點
に
關
し
、S

o
m
b
a
r
t

は
其
近
著
d

g 

p

m

 

S
O
I
S
3
U
S

 

r
M
a
r
x
i
s
m
u
s
o

に
於
い
て
岛
說
を
開
陳
し
て
謂
ふ 

，

,

『

階
級
鬪
爭
說
は
兩
而
の
形
態
を
有
ず
。
即
ち
；|
つ
は
祉
會
を
靜
態
的
に
觀
察
す
る
事
に
侬
て
、
他
は
之
を
述
热
こ 

.

於
い
て
、
即
ち
動
態
的
に
聽
す
る
事
に
依
て
で
あ
る
。
先
づ
S

的

に

觀

擎

る

時

、
斯
說
の
敎
ふ
る
1

、
せ

,

,
は
歸
す
る
所
皆
悉
く
推
®
力
£

5

階
級
闘
？

外
f

ぬ

と

置

事

で

あ

る

。
：
而
し
て
こ
れ
狹
義
の
階
®
細
#

:

說
で
ゐ
る』

ぜ

。
s

i)

. 

i

即

ちs
o
m
b
a
r
t

は
階
級
_
爭
說
.を
分
ち
て
»
階
級
支
配
說VJ

狹
義
の
階
級
鬪
锇
說V」

な
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
®
 

人
も
亦
此
點
に
關
し
て
彼
の
所
說
に
贊
同
せ
ん
マ」
す
る
も
の
で
あ
る
。

抑
も
物
質
的
利
害
が
人
間
の
態
度
に
方
向
を
與
ぇ
是
等
の
利
S

、
究
屈
に
於
い
て
社
會
階
級
ど
し
て
具
I

し
、
' 

ノ
洛
階
級
.，為

力

の

狼

得

に

.依

.て
、；
#
會
上
句
^
 ̂

必
然
社
會
ば
社
會
階
級
に
依
て
決
定
す
.

:

:

^

^

o

具
體
的
に
言
へ
ば
社
會
階
級
は
I

の
權
ヵ
關
係
に
準
じ 

r
. 
S

M

M

t
 
,0
 
f
 

^
S
S
B
$
0
0
0
^
s

 ̂

«

 

0

て
決
定
せ
ら
れ
る
。
斯
く
の
如
く 

し
て
國
權
の
形
式
ど
m
成
ど
は
_

i

權
力
の
表
現
S

I

な

い

,0
か
ぐ
て
.恒
に
一
1

は
支
配
的
•
辑
1

1

 

.
,
:
:
;
_
:

ば
級
で
あ
\

他
隙
級
.は
被
支
配
的
> 
被
擦
収
的
階
級
で
あ
.つ
，た
。
總
て
國
家
的
設
備
は
_

階
級
の
利
益
の
た
め

5
»
—
1
-
-
»
- 

- 

-
-
-
-
-
-

.
I
I
- 

-

. 

, 

- 

- 

■ .

.

.

.

.

.

據
は
實
に
愛
k

存
す
る
の
で
あ
る
。

旣
に
社
會
紐
薇
に
し
で
徹
頭
掀
姑
祉
會
關
係
の
.權
ヵ
關
係
に
適
應
せ
る
も
の
，マ
し
す
れ
ば
社
會
妞
織
の
戀
化
は
離 

莧
權
カ
推
移
の
發
现
に
外
な
ら
.な
い
，y

ヾ

」

、
而
し
て
新
®
權
カ
要
素
の
II
替
は
徹
頭
徹
尾
_
爭
の
道
を
迎
ら
な
け
れ 

ば
汀
ら
な
.い
事
は
理
の
常
然
で
あ
る
。(

¥
ー0
愛
^
狹
義
の
階
級
闘
银
說
の
論
據
は
存
在
す
る
の
で
あ
.る
。
 

:へ
_斯
ぐ
て
隈
級
支
配
說
!̂
狹
義
の
陴
級
闘
爭
說
は
同
一
學
說
の
兩
面
に
外
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
つ
て
、
前
說
無
く
し
て 

後
說
な
く
、
後
說
の
侬
つ
て
以
て
立
つ
論
據
フ
前
說
^
在〜

く
す
れ
ば
/

吾
人
が
所
謂
階
級
闘
爭
の
下
に
兩
說
を
位 

攝
せ
し
め
んVJ

す
る
は
敢
て
不
當
の
企
に
非
ざ
る
や
明
か
で
あ
る
。

苔
人
は
這
般
の
見
地
^
立
て
—

：ク
：ス
以
锨
の
著
作
に
規
は
れ
た
る
階
級
鬪
爭
說
：を

觀

察

し
.

而
し
て
其
が
如
何 

k

マ
ル
ク
：ス
の
階
級
闘
锇
說
；の
*
芽
を
蔵
す
る
や
を
贶
CA
、
最
後
に
如
何
に
し
て
マ
ル
ク
ス
に
於
い
て
系
統
を
與
え 

ら
る
'6
に
到
ら
し
や
.の
過
程
を
考
究
せ
ん
ミ
欲
す
る
も
の
で
あ
る
0

■

(

一) 

Sombart, 

W
e
r
n
e
r
—

D
e
r

 proletarische 

s
o
z
i
a
l
i
s
n
l
u
s
^
M
a
r
x
i
s
m
u
s

vi. I. 

JBd. 

s. .

->>
6
1
.. 

...

n
l
)

p 

p
.
。
“ ⑴

(

三)

p
. 

p
. 

o
o 

w
.

パ64.

.

':

'(

三)

：

： 

.
.

：

:'
ン

、’

:

經
濟
的
に
區
劃
せ
&
れ
#.
階
：級
0
:
_鬪
爭
の
.：社
會
生
活
に
對
す
る
重
要
な
る
意
義
を
初
め
‘て
.認
_

せ
し
は
、

M
g
t
'

 

e
s
q
u
i
e
u
.

の
影
#
の
下
に
立
ち
、

A
d
a
m

 

S
m
i
t
l
i

の
師
た
る
英
國
の
锻
學
者
に
し
て
よ
經
濟
學
者
た
るA

d
a

日 

F
e
r
g
u
s
o
p

 

で
あ
^

.
彼
は
旣
{:
一
%
六
七
：年
其
著 

A
n

 

E
s
s
a
y

 

o
n

 

the 

Hi,

广
o
rVJo

f
Q
v
i
i
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マ
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說
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淑
考 
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號

二

八
 

ル
>

ス
が「
資
本
論」

に
於
い
：て
勝
く
'援
用
指
摘
.せ
.る
が
.如
く
、
分
業
が
：如
何
に
社
.會
の
經
濟
的
範
圍V

J

並
ん
で
他
の 

:
:總
て
の
範
圍
を
製
ひ
>
:人
類
區
劃
.の
*

礎
を
設
げ
た
る
s
 o

か
を
說
明
し
、「

國
富
論」

に
於
い
て
分
業
の
利
益
を
^

:
';:
;
;;
:
賞
せ
し
ア
ダ
ム
.
ス
ミ
：ス
ヒ
反
對
に
分
業
の
有
害
な
る
諸
結
果
を
闕
明
し
、
そ
が
社
會
的
不
平
等
の
源
衆
た
る
2:

ぐ」 

を
看
取
し
た
°

彼
は
分
業
0
罪
禍
を
嘆
息
し
て
謂
ふ
：
：:

……

.『

菩
等
は
奴
隸
の1

國
段
を
形
成
す
。

一
人
の
自
由
民
を
有
せ
ず』

V
J
。
§

1
)

丨

フ

r
丨
ガ
ソ
ン
に
侬
れ
.ば
國
象
は
經
濟
的
關
係
か
^
、
更
に
嚴
密
k
言
へ
ば
私
有
財
產
關
係
の
統
制
の
必
要
か
ら 

發
生
^
た

も

.0
で
あ
る
。
國
.家
以
前
の
社
會
に
於
い
：て
は
私
有
財
產
は
殆
ん
ざ
全
<
顏
る
に
足
6
な
_い
0
乍
併
漸
次 

.

:經
.;'
»
的
發
M

?
tf
の
增
，大
ミ
に
#
れ
て
財
產
の
區
別
、分
業
、簡
單
に
言
へ
ば
不
平
等
な
る
生
存
狀
態
が
發
生
し
た
。 

之
に
如
へ
て
、
首
長
や
輿
者
は
-®
利
品
に
對
し
て
マ
層
大
な
る
分
與
に
與
か
る
事
が
出
來
た
。
首
長
殊
に
族
長
は
斯 

く
て
漸
次
^
聲
閱
ど
權
ヵ
$
を
縱
得
す
る
。
斯
ぐ
て
遂
^

ー
稱
の
原
始
的
君
主
制
、
種
族
的
王
制
が
發
達
す
る
に
到 

る
。
而

し

て

そ

當

家

？

配

權

鑫

保

す

衾

め

U
、

此
目
的
に
§

っ
特
定
s

f

成
？

んV」

努
め
る
。

K
技
の
他
の
輝
族
^
征
服
す
る
事
に
依
て
這
個
の
支
配
は
愈
く
强
固
に
せ
ら
る
る
。
何V

J

な
れ
ば
屈
服
^
を
卬
€

レ 

且
つ
，之
I

濟
的
に
利
用
す
る
た
め
に
は
、
監
督
並
に
統
治
機
關
を
必
f

す
る
か
ら
で
あ
る
I

一

)

愛
に
權
カ
機 

11
ヒ
し
て
の
國
家
の
：發
生
を
^

る
の
て
あ
る
0::
:
ン—

,へ

:

リ
. 

、

:ぃ

:
:
:ク

ァー

ガ
ソ
シ
は
夙
.にM

家
の
俯
級
的
性
質
を
カ
說
し
て
ゐ
る
o
.日
ぐ

『

何
れ
の
社
#

に
於
い
て
も
、
典
形
式
的
制
度
ど
は
無
關
係
な
而
も
憲
法
.に
反
す
る
偶
發
的
隸
厨
が
存
立
す
る
。
而

相̂

^

.

隆
議
賢M

家

ふy
k
K
Y
K
g 

レ̂
^
;
^
J
T
'
J
^
l
l

し
て
這
個
の
偶
發
的
隸
鹰
は
、
恐
ら
く
財
產
の
分
配
丨
若
く
は
他
の
不
平
等
な
勢
ヵ
を
與
ぇ
る
事
馓
か
ら
發
生
す
る 

.
も
の
で
あ
つ
て
？
關
家
k

其
色
調
を
與
ぇ
且
つ
其
性
質
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
る』

ハ
は
四)

。

政
府
形
態V

J

同
様 

> 
國
家
^
,行
は
れ
て
ゐ
る
法
祁
も
孙
生
ビ
し
て
階
級
妞
成
^
依
存
す
る
。
そ
れ
は
本
®

W

R國

家
內
R

於
け
る
有
勢
な
る
®

級
の
法
律
で
あ
る
9

.從
て
又
殊
.

m

k財
產
ビ
關
連
し
て
ゐ
る
。

フ
ァ
I

ガ
ン
ゾ
日
く
、
.
.

:『

そ
れ
{
法
雄)

は
秫
々
の
财
淹
肷
得
の
方
法
例
へ
ば
時
効
、
讓
渡
及
び
相
續
等
を
決
笼
せ
ん
ど
欲
す
る
。

而
し
て
其

れ
は
同
時
に
財
產
擁
誕
の
た
め
に
公
然
の
準
備
を
な
す
も
の
で
あ
る
^

ビ
ズ
註
五)

(

％. {
)

^
P
2
丨d

a
s
w
aoital. 

V
o
l
k
a
u
s
g
a
b
e
.

 

s. 

3
0
I
- 

.

£
 

ニ >

 

Ferguson, 

A
d
a
m
j
A
n

 

Essay 

o
n

 

the 

History 

of Civil 

Society, 

p. 

2
8
5
.

;

三)

c
u
no.
w
, He

i
n
r
i
c
h
—
D
i
e

 

M
a
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s
c
h
e
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四)
F
e
r
g
u
s
o
n
l
i
b
i
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.
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Y
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2
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四) 

.

社
會
階
級
對
立
の
.認
識
は
、
必
す
し
も
敢
て
佛
蘭
西
大
革
命
の
勃
發
を
埃
た
ず
"
夙
に
革
命
以
前
に
於
け
る
间
國 

■
社
會
哲
學
者
の
文
献
中
に
：殆
んV」

隨
處
に
之
を
散
見
す
る
事
.が
'出
來
、る
。
こ
れ
蓋
し
當
該
時
代
の
經
濟
的
發
達
並
に 

.法
徘
觀
が
旣
に
其
泡
體
の
，裡
に
階
級
別
>

階
級
闘
审
の
事
實
を
«
成
す
可
き
諸
般
の
前
掂
條
件
を
包
藏
し
て
ゐ
た
か 

ら
で
あ
る 
0

1)

。
此B

,cl
」

、
「 L
o
r
e
n
z
v
o
n
.
s
t
e
i
n
,
R
o
g
e
r
p
i
c
a
r
d
,
s
î
^

 

c
u
n
o
w

 

等
の
說
く
所
は
、

‘ 

部
分
的
異
同
こ
そ
存
す
れ
、
大
體
に
於
い
て
相
符
合
し
て
ぬ
る
。
即
ち
彼
等
は
斯
說
の
例
證
をr

i
n
g
u
e
t
,
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u
r
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o
t
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ゾ
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c

r

(

-A
o〕

マ-
,1
,
.ク
ス
.階
級
则
#

駄
趄
源
考
..；，ノ 

'笫

十

一

號

1
1
1
0

R
a
y
n
a
l
,

宗
0
^
1
*等
の
著
作
^
觉
め
て
ゐ
る
。
:-
:

L
f
nguer 

は T
he
o
r
i
e 

des 

loi 

dviles 

a
u

 

p
r
inapes f

o
n
d
a
m
e
n
t
e
a
u
x

 

d
e

 

la 

S
0
c

:̂t
6

^
s
.

こ

、̂

、
て
夙
こ 

s
同 
I 

の
消
息
を
傅
え
て
ゐ
る
.“
：

.

彼
に
忙
れ
ば
阈
家
は
直
接
に
、

1

«费
く
は
擻
個
の
下
層
階
級
の
抑
觸
を
目
的
ビ
す
る
支
配
鈕
織
で
あ
り
、
從 

:
つ
飞
則
產
並
に
^
級
劝
に
淡
龜
攸
を
歡
く
も
の
で
あ
る
0
言
ふ
迄
も
無
く
屈
從
、
隸
屬
の
形
態
は
世
紀
、の
»
過
に
伴 

.

れ
て
多
粒
に
變
化
し
^
。
，'古
代
の
奴
誠
制
度
の
後
を
承
け
て
中
世
の
識
屬
が
現
は
れ
ク
か
世
の
隸
屬
^
續
い
て
近
世 

の
雇
傭
制
度
が
現
は
れ
ぬ
。
而
も
隸
M
が
外
而
的
に
如
何
な
る
狀
態
^
あ
る
ヒ
を
卯
は
ず
？
國
家
發
生
後
の
社
會
狀 

態
は
、
恒
：に
不
平
等
の
狀
態
.で
，

Q

る
と
o 

i

l

)

：
：

 

'

彼
は
謂
ふ

_『

常
初
ょ
り
、
市
民
的
|1
:
會
の
兩
独
は
、J

方
に
.於
い
て
大
部
分
の
劣
子
の
奴
隸
制
度
て
あ
々
、
他
方
に
於
い
て
は 

救
て
の
媒
人
の
奴
蕭
度
：で
‘あ
る
。
此
悲
像
な

る

基
礎
の
上
に
諸
般
の
社
畲
制
度
の
齋
物
は
築
か
れ
て
ゐ
る

の

で

あ

'

.

る

，V

W會
は
其
成
員
の
四
分
の
三
を
犠
牲
に
し
て
少
數
の
有
馨
の
穴
め
に
、
，幸
福
、
富
、
則
暇
を
保
障
す
る
の
て
；

あ
る』

^

(

s

a.

:

彼
は
又
有
產
者
對
爝
傭
勞
働
者
'の
_

係
を
論
じ
て
-;
:
>
.南
者
の
利
害
の
全
く
相
反
撥
的
な
る
事
を
逸
早
<
看
取
し
て

:

『

農
奴
解
放
後
社
會
は
ニ
個
の
部
分
^

分
た
れ
た
：。

一

方
に
於
い
て
富
者
ノ
貨
幣
の
所
有
者
は
、

常
然
生
活
資
料 

P

所
有
者
で
あ
々
V

從
て
、
財
廣
を
生
適
す
る
勞
働
に
對
す
る

賃

銀

の
高
を
决
定
す
可
J

絕
釙
的
®
;利
を
律
k

し
て

ゐ
る
。
他
方
に
於
い
て
孤
立
せ
る
日
傭
勞
働
者
は
、
何
等
の
保
護
を
受
W

る
'事
無
く
、
自
己
を
飽
く
無
き
贫
慾
の
搾 

:

取
す
る
儘
に
姿
ね
て
ゐ
る
。
何v

j

な
れ
ば
彼
等
は
今
日
に
於
い
て
は
最
早
何
人
に
も
歸
屬
せ
ず
、
彼
等
を
保
維
し
* 

.
 

救
助
"す
る
事
に
利
害
關
係
を
有
つ
一
人
の
生
人も

， .；：；

從

て

一

人

の

保

識

者

を

も

有

し

^

い
の
で
あ
る』

と
。
S

四)

這
個
.の
不
平
等
を
社
龠
に
於
い
て
保
持
し
、
一
之
に
對
し
一
般
的
承
認
若
く
は
少
く
e

も
被
抑
滕
者
侧
の
狐
能
を
紙 

え
、
.以
て
社
會
に
出
來
得
る
限
)̂
:
の
内
部
的
平
和
を
保
障
す
る
事
、

こ

れ
L
i
g
u
fc
v

に
依
れ
ば
^

_

ク
存
¥
ク
泊
れ 

で
あ
る
。
而
し
て
這
個
の
不
平
等
は
所
布
別
に
基
づ
け
る
も
の
な
る
が
故
に
、

一
社
會
の
法
律
は
恒
に
當
該
ft

會
の 

財
產
關
係
に
滴
應
せ
る
も
の
で
あ
る
。
其
故
に
財
產
形
態
の
變
更
に
伴
つ
て
法
律
も
亦
變
更
す
る
"

而
も
法
律
が
則 

潇
關
係
を
造
る
の
で
は
な
く
し
て
寧
ろ
其
反
對
で
あ
る
.

財
產
關
係
が
法
律
を
規
制
す
る
の
で
あ
るc

®

S

即
ち
彼

『

法
律
：の
目
的
は
社
會
に
於
：い
で
；半
和
を
保
持
し
、
社
會
に
激
情
を
喚
起
す
る
軋
_
を
妨
げ
る
か
或
ひ
は
少
く
ビ
も 

之
を
輕
減
す
る
事
^
存
す
る
。
而
し
て
此
目
的
を
成
し
遂
げ
る
最
もj

女
全
な
る
方
法
は
財
產
を
安
固
び
ら
し
む
る
に 

.
梦

>
.ft
v
而
も
法
律
は
之
を
行
つ
た』

ミ
言
ひ
11
に『

法
律
の
精
神
そ
れ
は
財
產
の
神
聖
化
に
在
る』

6

5
、、

」

言
つ 

.
て
ゐ
；る
'.
°

:

1
品̂
8
1
:
:
は
這
«
の
見
地
ょ
0
法
律
の
階
級
的
性
質
を
遺
慽
無
く
指
摘
し
"
そ
れ
が
赏
者
を
貧
者
ょ
り
保
識
す
可 

き
不
平
等
を
留
保
す
る
ぶ
の
な
る
祺
を
論
じ
て
謂
ふ『

IE
義
は
凡
て
の
人
に
^
:
を
附
與
す
る
永
遠
に
し
て
不
撓
の 

®

m
で
あ
る
。
然
る
に
贫
裁
は
贫
闽
以
外
^
何
物
を
も
有
た
な
い
。
そ
れ
故
に
法
律
は
贫
滸
^
對
し
て
貧
^
以
外
何 

物
を
も
與
え
#
な
い
.の
で
あ
る〗

寧
ろ
法
雜
は
、
.賛
澤
に
生
活
せ
る
も
の
を
"
生
活
の
必
需
品
す
ら
有
せ
ざ
る
人
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マ
>
ク
ス
階
級
脚
爭
說
越
傲
考 

第
十
一
鉞 

一
ニ
ニ 

の
攻
擊
に
§•
し
て
保
議
せ
A
、/

」

す
る
も
の
で
あ
る
。；
其
'處
に
こ
■合
法
律
の
本
赞
は
存
す
る
の
で
あ
气
ff
i
も
そ
し
が 

縱
分
、
禍
で
あ
つ
て
も
-
そ
れ
は
法
律
の
存
立
、/

」

離
れ
る
事
は
出
來
な
い
も
の
で
あ
る
。
法
律
は
言
は
ば
人
問
の
大 

多
數
を
運
切
つ
た
も
の
で
あ
る
ど
信
ず
る
の
は
酷
で
あ
る
が
悲
し
い
哉
、
充
分
明
瞭
な
事
賞
で
あ
る
。
法

律

は

富

专
 

「

に
依
て
|;
え
ち
れ
る
、
::
:
}
£し
て
此
法
#
ょ
^
最
大
.の
利
益
'を
獲
得
す
る
.も
の
は
富
者
で
あ
る
。
法
律
は
猬
は

^

9
面 

楚
歌
な
る
敵
國
中
^
於
い
て
富
者
の
た
め
に
築
か
れ
た
要
塞
の
如
さ
も
の
で
あ
る』

ミ
a 

S
七)

&>
r R.

 

Jacques 

T
s
g
o
t
:

は
一
七
六
六
年 

R
s
e
x
o*
n
s sur 

la 

f
b
r
m
l
n

 

et 

la 

distribution 

des 

I

I
,
こ 

於
い
て
論
じ
て
謂
ふ

『

社
#
の
種
々
な
る
欲
盟
^
對
し
て
、
無
限
に
多
樣
な
る
エ
業
的
勞
働
に
從
事
し
て
ゐ
る
全
階
級
は
ー
一
個
の
小
部
領 

に
分
^
れ
る
。
a

一
つ
は
企
業
家
、H

業
主
、H
場
主
で
あ
つ
て
何
れ
も
皆
大
資
本
を
有
し
、
之
を
前
貸
し
て
、
利 

用
し
て
ゐ
る
。
其
ニ
は
取
^

0
已
の
勞
働
カ
を
有
す
る
の
み
で
、
自
己
の
勞
働
以
外
何
物
を
も
投
資
せ
ず
、
自
己
の 

勞
銀
以
外
何
物
を
も
獲
得
せ
ざ
る
單
純
な
る
勞
勵
者
で
あ
る』

V
J
O

(

註
八)

.
S
人
は
^
ぢ̂
坪
穿
^
の
宽
要
な
る
1

義
を
容
易
に
1

知
す
る
事
が
出
來
る
。
即

ちH
u
r
g
o
t

は
資
本
家
ど
勞
©
考

の
兩
階
級
切
#
徵
を
財
貨
の
生
產
並
に
分
®
に

於
け
る

雨
者
の
本
質
的
固
有
の
地
位
に
觉

め

て

居

る

。

這
^
の
作
息
は
又 

Abb<S_ T
h
o
m
a
s

 

R
a
y
a
a
l

の
著 

Histoire 

philosophiqce 

ct 

p
o
h
t

 

一

 q
u
e

 

des 

6stablfssemsts 

ct 

d
u

 

c
o
m
m
e
r
c
e

 

des 

E
u
r
o
u
i

 

r
p
n
s 

les 

d
e
u
x

 

Indes 

1
7
7
0
.

の
中
に
之
を
雜
知
す
る
事
が
出
來
る
。

彼
に
依
れ
ば
ニ
個
の
階
級
の
對
立
は
、
富
者
は
冏
時
に
貧
渚
の
雇
傭
者
で
あ
り
、
贫
者
を
强
•い
て
勞
役
.に
服
せ
し 

め

、
-

貧

者

上
.

i

出

來

得

：
I

V

限

办

大

な
'
る

利

敗

を

油

出

す

る

.
に

反

し

、

：

被

'

®

者

®

.

I

家

.
の

努

勸

份

仔

を

出

來

得

る

®

I

賺
猜
象

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

:

^

^

^

^

^

^

^

^

^

這
^
^
^

清
^
!

段
-
-
1
-
- 

r 

■ 

_ 

- 

■

こ-

』

_n

高
價
k
賣
る
こ
w

k
利
害
を
持
て
ゐ
る
せ
言
ふ
點
に
存
す
る
。
即
ち
彼
は
前
揭
書
に
於
い
'

V
謂
へ
ら
く 

『

常
者
ビ
贫
者
$
は
、
不
幸
^
も
敵
對
せ
る
市
民
の
兩
階
溆
を
形
成
す
る
。
富
者
は
到
る
處
^
於
い
て
、
出
來
る
だ 

け
勞
す
る
.事
少
く
し
て
貧
者
ょ
り
多
く
の
も
の
を
獲
得
せ
ん
S
欲
す
る
。
貧
者
は
又
到
る
處
に
於
い
て
"
高
價
に
自 

家
の
勞
働
を
維
持
せ
ん
ビ
欲
す
る
，
か
ぐ
て
、
富
者
は
恒
に
極
め
て
不
平
等
な
過
程
の
a
に
法
律
を
造
る
で
あ
ら
ぅ』 

ビ
。
而
九
い
彼
は
他
個
所
1-
於
い
て
政
府
の
本
質
を
論
じ
、
坑
階
級
的
性
贺
を
指
摘
し
て
謂
へ
ら
く 

，『

世
界
の
此
部
分
に
®
族
の
®
來
しV

以
來
"
殆
ん
^
總
て
の
政
府
は
唯
だ
堪
に
，i

個
人
若
く
は
一
團
體
の
利
益
の 

た
め
^
の
，み
建
設
せ
ら
れ
、
何
等
1
«
社
會
の
利
益
を
顧
虛
す
る

所
が
な
い』

^

O

.

S

J

喈
級
分
裂
，
階
級
對
立
の
思
想
はN

e
c
k
e
r

に
於
い
て
觅
に
明
確
の
度
を
增
し
て
ゐ
る
。
彼
の
思
想
は
興
著
5
c
.
r

 

Jalegislation 

e
t
l
e

 

c
o
m
m
e
r
c
e

 

des .grains 

1
7
7
5“

R
於
い
て
表
明
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
彼
は
謂
ふ 

r
';『

»:
會
並
R
其
諸
般
0
關
係
を
觀
ず
る
に
、
特
に
：考
究
の
僧
値
あ
る1

般
的
思
想
：に
逢
着
す
る
。
即
ち
市
民
的
制
度 

は
何
れ
も
听
有
者
の
た
め
に
造
ら
れ
て
ゐ
る
ど
言
ふ
祺
で
あ
る
。
少
數
者
は
土
地
を
分
割
し
て
後
、
多
數
者
^
對
し 

て
結
合
ど
保
設
の
法
律
を
造
ら
为
”
財
產
、
謹

-
自
由
の
法
律
を
設
定
し
て
以
來
，
殆
んV」

一w

し
て
最
も
多
擻 

の
市
民
の
階
級
の
た
め
に
造
ら
れ
た
も
の
^
て
は
な
い
0』

ど
。(

践
十
一)

即

ち.
N
e
c
k
e
r

に
依
れ
ば
、
總
て
社
會
制
度
及
び
法
律
は
特
定
階
級
を
保
讓
す
る
た
め
に
、
即
ち
所
有
階
級
.を
保 

_
す
る
た
め
^
創
設
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
彼
は
ー
史
紀
資
本
家
對
勞
働
者
の
關
係
を
_
’じ
て
ゐ
る
。
即
ち
彼
に
依 

.れ
ば
、
：
富
者
は
：『

賃
銀
勞
働
者
の
偉
大
な
る
立
法
者
で
あ
り
"
賃
銀
の
指
定
者
て
あ
る』

。(

1

じ
何
ミ
な
れ
ば
彼 

の
資
本
は
勞
働
者
の
條
件
を
決
定
す
る

權
を
富
者
に
興
ぇ
.
勞
働
者
は
窮
迫VJ

競
爭

€
の
腿
.迫
の
^

め
に
.之
を
甘
受

:
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第

二

號
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ー

四
 

す
る
の
外
道
が
な
い
炉
ら
で
ぁ
.る
。
彼
謂
へ

f

『

所
有
者
が
自
己
の
，生
活
資
料
並
に
勞
働
の
傲
格
を
決
定
す
る
听 

ひ

f

決
L

て

；

I

匕
の
言
、

J

か
或
は
疋
薩
の
旅

切
で
は
.
.
な

い

、

寧
ろ
を
は
：生
活
資
料
の
所

有

者

が

無
產
者
こ 

對
し
て
？

.る
所
の
力
即
ち
s

A
難
き
絕
對
的
力
の
然
ら
し
む
る
所
で
ぁ
る
。1

'
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c
k
e
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b
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li
.十
三
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-ibid.' p..

佛
蘭
西
，大
革
命
の
洗
禮
を
享
け
て
、

階
級
闘
爭
の
思
想
は
ノ
著
し
く
深
化
し
'

擴
充
せ
ら
る
る
に
到
つ
六
。
邇
來 

:

:

'.:
:

卜
繅
か
に
特
殊
忍
想
家
の
妞
上
に
弄
ば
る
名
^

過
ぎ
ざ
り
し
這
個
階
級
鬪
驴
の
觀
念
は
愛
に
斷
片
的
偶
發
的
落
想
の
«

,

泥
を
蟬
脫
し
て
1
個
の
傲
然
た
各
歷
史
的
事
實
"
社
會
的
現
象
ビ
し
て
、
通
說
化
せ
ら
れ
、
定
說
化
せ
ら
る
る
に
到 

つ
た
の
で
あ
る
，『

階
級
_
银
を
認
a
す
，る
は
毫
も
功
續
た
る
^
非
ら
ず
.、
齊
寧
ろ
之
を
否
|
§
す
る
こ
そ
嗤
笑
す
可
し』

し
. 

:

.

:せ

0

の
所
言
は
，洵
に
這
般
の
消
息
を
道
破
し
て
餘
S
な
しV」

言
ひ
つ
可
き
て
あ
る
。

斯
說
は：

該
時
代
の
社
會
主
義
者
並
に
歷
史
家
：に
；依
て
、_

多
か
れ
少
か
れ
殷
開
せ
ら
れ
，

鮮
明
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、

：
 

吾
人
は
典
の
最
な
る
者
^

し

て

先

：づ

、

!•
く t

ル
ク
ス
の
先
蹤
者VJ

稱
せ
ら
れ
て
ゐ
るH

e
n
r
i

 

d
e

 

s
a

p't
-
s
i
m
o
n

を 

擧
げ
る
に
躊
躇
し
な
い
の
で
あ
る
。
既

にP
l
e
c
H
a
n
o
w

も
指
摘
せ
る
が
如
ぐ
彼
は
夙
^
へ

其

初

期

の

著

作L
i
t
r
e
s

 

:'
':
蒙

habitant d
e

o
eg.
y
e
' 100
0
2
*
に
.於
い
，て
所
有
階
級
(£
非
所
有
階
級
ど
の
關
係
に
言
及
し
、
是
等
諸
階
級
の
闘
^

，
に
據
て
佛
_
西
璀
命

:0
;
始
終
を
.說
明
せ
ん
ヾ」

レ
で
办
が
C 

.
加
之
彼
の
後
年
の
著
作L

o
r
g
a
n
i
s
a
t
e
u
r

 

I

00I
9
-
2
p
s
y
s
—

.

.
t

f
 

i
l
t
H
e
l

 

1
3
2

〖

等
に
於
い
て
も
亦
罟
人
は
同
樣
の
事
實
を
贶
ふ
事
が
出
來
る
。(

註
1)

。
乍
併
彼
の
階
級
_
爭
說 

を
*

ふ
^
最
も
適
は
し
き
も
の
ば
：、
彼
が
晚
年
の
最
も
圆
熟
せ
る
见
索
の
成
朵
ど
も
看
做
す
可
き
著
作C

a
t

ルchis
m
e 

des 

IndLlsseis 

I
S
2
3
-
1

0O2
4

 

.て
あ
る
。
：其
故
に
®
人
は
專
ら
此
書
U
據
て
彼
の
觅
解
を
靦
ふ
で
あ
ら
ぅ
。

.

サ

ン

：
ゾ
モ
ン
に
由
れ
ば
ft
®
®.
:

の

歷

史

は

產

業

者

階

級

ヾ

％

封

建

社

龠

ょ

り

發

生

せ

る

有

閑

階

級

"

殊

に

大

地 

主
、
別
言
す
れ
は
非
產
業
渚
階
級
S
の
階
級
闘
爭
のj

聯
の
歷
史
に
外
な
ら
ぬ
も
の
て
あ
る
"
サ
ン
•
シ
モ
ン
は
此
事 

.
實
を
論
證
せ
ん
が
爲
め
^
、
遠
く
«
福
西
の
古
史
に
溯
づ
て
"
如
何
に
し
て
產
業
者
階
級
は
發
生
せ
し
も
の
な
る
や
、

而
し
て
齑
業
者
階
級
は
如
何
な
る
段
階
を
經
由
し
て
自
家
の
發
展
を
全
ぅ
せ
し
も
の
な
る
や
を
織
々
ビ
し
て
絮
說
し

..

.
 

.

.

.

.'
'
:

:

笫十九卷

(
H

ハ
六
：6

マ
が
ク
ス
職
級
脚
爭
說
越
源
考 

第

十

一

雜

1

二
五



笫

十

九

卷C
H

ハ
六
六)

マ
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ク
ス
階
級
闘
爭
說
起
源
考 

第
i

號 

一
一
ニ
、

:
て
ゐ
る
。

タ
ン
-
シ
モ
ン
は
^
業
者
階
級
發
展
の
段
階
を
四
個

0
時
期
に
分
つ
て
說
明
し
て
ゐ
る
。

日
<

第

1

W

7ラ
ン
ク
人
の
ゴ
I
ル
征
服
よ
-
第̂
一
十
字
^
ま
で
'

:第
^
^

: 

第

1
1!
_

:ル
ィ
ナ
ー
'世「

よ
石
グ
.ィ
十
四
世
立
で
。

:
ン
：；
:
:
'ば

:

ブ
ン*

シ
モ
ン
は
產
嚴
者
|̂

級
の
.發
展
段
階
を
斯
く
の
如
-
四

個

，の

時

期

に«
割
し
た
る
後
自
ら
間
を
設
け
て
日

I 

:

…

：
 

.
■.
.
 

/
\ 

- 

. 

-

. 

. 

' 

. 

.

;!
.■

『

而
ら
ば
フ
ラ
ン
ク
人
の
ゴ
1

ル

侵

久

よ

.^
»

|
十
字
軍
^
到
る
ま
で
，
爺
業
は
如
何
な
る
進
步
を
遂
げ
而
し
て

.

.

.

.t :
業
者
は
如
何
な
る
意
載
を
獲
得
せ
し
か』

マ

」

.
-ナ
ン

。
シ
モ
ン
は
之
^
答
へ
て
11
?

ふ
、

『

フ
ラ
ン
ク
人
の
ゴ
I

V
俊
入
よ
6
第

I

十
字
軍
に
到
る
間
に
、
極
め
て
重
大
な
る
一
.
個
の
政
治
的
事
牛
が
行
よ
a

.
f

此
^T

ゃ

は

8;
來
.文
叫
^
於
し
て
成
逐
げ
ら
れ
た
一
切
の
猶
步
、
從
て
亦
產
業
上
に
於
け
る
凡
ゆ
る
進
^
を
^

七

も

た

此

事

件

ど

は

、
祁
服
洛
被
¥
服
諸
の
融
合
*

フ
ラ
ン
ク
，人
、/

」

ゴ
！

ル
人
？
|:
依
る
«
關
西
國
民
の
钮
成
1:
' 

あ
づ
た
。
 

'

攀

S

け

る

霊

S

S

5

代
に
S

せ
ら
れ
た
。
併

し

乍

ら

證

f

 

f

に
特
に
S

艺

も

の

は

唯

だ一.

つ
で
は
な
い
。
 

•

.

_

说
の
浓
事
的
枵
抓
^

た
る
ブ
ラ
ン
ク
人
は
又
篮
槳
的
努
働
の
指
揮
者
で
も
あ
つ
た
。
全

僦

土

は

殆

ん

f

彼
镣
の

所
有
ビ
な
つ
介
。
同
時
に
彼
等
は
又
.總
て
の
耕
作
用
具
を
占
有
し
れ
、
そ
し
て
ゴ
I

ル
人
は
©
權V

し
しV

家
f
中
の 

第

I

階
級
で
あ
つ
た
。
大
な
る
武
器
の
製
造
者
は
恒
に
奴
隸
で
あ
つ
た
。
從
つ
て
亦
フ
ラ
ン
ク
A

R
從
属
し
た
？
衣 

■服
の
製
造
は
フ
ラ
ン
ク
の
：婦
人
の
隞
重
な
る
歡
督
の
下
に
行
は
れ
/2
。
手
工
業
者
は
尙
依
然
(£
し

て

.
|*
屬

の

狀

態

に
 

在
つ
た
S
は
言
：へ
、
此
時
代
に
於
'い
て
漸
次
自
家
の
地
位
を
獲
得
し
"
そ
し
て
f

財
產
を
造
り
出
し
"
之
を
細
心 

に
：蓄
へ
：ゐ
事
が
出
來
た』

。(

節
ニ)

サ
シ
®:

シr

ン
は
產
業
階
級
の
，發
生
を
フ
ラ
ン
ク
人
の
ゴ
I

ル
侵
入
に
觉
め
た
る
後
、
這
個
階
級
發
M

の
第
一1
期 

:

即
ち
第
.

I

十
字
軍
よ
.

C
V

/-

ィ

十

1:

世
の
統
御
に
到
る
發
族
の
說
明
に
移
る
。，
日
く 

-『

第
一
十
字
®:
よ
ヶ
ル
ィ
十
一
世
の
統
治
に
到
る
間
何
が
發
生
し
た
か
。
產
業
は
如
何
な
る
進
步
を
遂
げ
而
し
て 

如
何
な
る
原
因
が
此
進
步
を
決
定
し
，た
か』

：

• 

此
自
問
に
自
答
し
て
日
く
'

''パ
土 

,『

十
字
軍
は
貴
族
即
ち
フ
ラ
ゾ
ク
人
に
彼
等
の
收
入
で
は
支
拂
ひ
.切
れ
ぬ
程
奠
大
な
る
負
擔
を
掛
け
た
。
も
こ
で 

彼
等
，は
入
用
の
金
額
を
調
達
す
る
た

め

に

支
拂
能
力
を
苟
し
た
.ゴ
I

ル
'人
に
自
由
を
賣
る
こ
ヾ」

を
餘
儀
な
く
せ
ら
れ

.
こ

o

『

此
自
^i

を
®
#
し
た
.コ_
丨
.̂

人
は
主
ど
し
■て
..他
の
Iコ
! 

<
.人
よ
6

も
.私

有

財

產

を

蓄

.
へ

る

機

會

手

段

ビ

を

多
 

く
持
つ
：て
ゐ
た
手
工
業
渚
で
あ
つ
た
。

『

フ
ラ
ン
ク
人
は
土
地
を
も
亦
ゴ
ー
ル
人
に
賣
却
し
た
。
か
く
し
て
ゴ
ー
レ
ノ
人
は
財
產
を
確
得
す
る
乙
ぐ」

が
出
來 

れ
。
；
か
ぐ
の
如
く
し
て
十
字
軍
は
軍
人
階
級
か
ら
區
別
せ
ら
れ
た
產
滎
階
級
の
：*
成
を
促
し
穴
。
. 

.

笫
十
九
卷
，

C
H

ハ
六
七〕.

.

マ
少
ク
ス
階
級
勋
爭
說
起
源
考 

' 
第
十1

號

匸

ー

セ



S i

,
络
十
九
卷：(

一

六
六
八〕

階
級
闘
爭
說
起
源
考
. 

笫
卜I

號

ニ

飞
 

.

『

細
心
ど
勸
勉
ど
が
最
終
：の
十
字
軍
よ
り\

ィ
十1

世
.の
登
®
に
到
る
間
、
此
階
級
の
意
_
を
高
め
た
。

.

.

.

.

『

之
を
要
す
る
に
，ル
ィ
十
一
世
骆
冠
の
時
代
に
、
產
業
階
級
は
軍
人
®
級
か
ら
區
別
せ
ら
れ
た
。
產
業
階
級
は
次
の 

.
三
部
分
よ
り
成
る
。

ー
、
有
產
者
、
土
地
耕
作
者
に
し
て
兵
士
に
非
ざ
る
ゴ
ー
ル
人
二
、
都
#
に
集
中
せ
る
自
由 

.
:
:
手
エ
：業
者
：
1ー1 、

束
洋
に
於
い
そ
生
產
せ
ら
れ
た
る
材
料
及
商
品
を
#
蘭
西
^
輸
入
し
、
而
し
て
國
內
で
は
*

i
西 

傅
來
の
も
の
を
普
及
せ
し
め
た
商
入
か
ら
成
れ
る
も
の
で
あ
つ

/2
。』(

藝

0 

曾
て
は
、「

家
畜
中

0
第

1
階
級」
>」

し
て
奴
隸
の
境
涯
^
跼
蹐
し
た
.0

0ゴ
ー
ル
人
は
今
や
支
配
.階
級
た
る
フ
ラ 

ン
ク
人
即
ち
貴
族
、
軍
人
の
職
辨
を
脫
し
て
漸
く
獨
自
の
產
業
踏
級
ミ
し
て
自
家
の
發
胜
を
迎
る
に
到
つ
た
。
此
產 

.
業
階
顧
は
：

A

ィ
十

1
#:
よ
卜
ル
ィ
十
四
世
の
治
世
に
於
い
て
觅
に

1
段
の
勢
カ
を
伸
張
す
る
に
到
つ
た
'
サ
ン
•
シ 

，
モ
ン
は
道
般
の
承
息
を
說
明
す
る

.

『
k

 

'ィ
十
一
世
よ
.

ィ
十
四
®
の
治
世
に
到
る
ま
で
t
產
業
の
發
達
.は
如
何
に
し
て
行
は
れ
し
や
，
如
何
な
る
惊 

因
に
依
て
產
業
者
は
洁
家
の
道
を
沏
柘
し
、
而
し
て
如
何
.な
る
意
義
を
獲
#
せ
し
か
0』

サ
ン
‘

シ
モ
ン
答
へ
て
日
く

:『

十
五
世
^
に
滔
つ
て
3*
政
は
フ
ラ
ゾ
ク
人
の
ゴ
ー
ル
侵
入
時
代
の
地
位
に
比
し
て
非
常
な
勢
力
を
#
た
が
、
そ
は 

啦
だ
フ
ラ
ン
ク
人
の
軍
隊
の
命
令
權
を
有
す
る
に
過
ぎ
ず
、
而
も
各
部
隊
の
指
揮
官
の
選
擧
す
る
所
で
あ
つ
た
。

ル
ィ
+

I

世
が
登
冠
.す
る
や
彼
は
次
の
事
を
認
め
た
、
即
ち
王
政
は
政
治
的
に
は
依
然
一
個
の
貧
®
な
る
建
物
(: 

過
き
1
何
#
拙
E
な
る
性
質
を
有
せ
ず
*
而
も
主
權
は
依
然
ぐ」

し
て
貴
族
の
共
有
で
あ
る
ヾ」

言
ふ
辦
で
あ
る』

。

-
一
.-

一h

i

パ

け

一

げ

は‘
全

主

權

を

玉

敗

の
■手

巾

に

結

合

し

、

ゴ

ー

ル

入

k

對

す

る
.

7
i

?

 
5

 

封

建

制
度
を
破
壤
し
、
貴
族
を
廢
し
、
自
ら
フ
ラX

ク
人
の
指
#
者
ぐJ

し
て
で
は
な
く
ゴー
が
人
の
指
揮
者
れ
ら
ん
ぐ」

の 

大
膽
な
：る
計
«
を
な
し
た
。
:
.
:
;
: 

,

:〖

此
計
肅
が
成
功
す
.ゐ
.爲
め
に
は
彼
の
權
カVJ.

彼
を
援
助
し
彼
の
計
害
の
結
*
を
確
保
す
る
に
足
る
强
Is
i
な
る 

一
ff
i
 

級
の
利
益
ヾ」

を
結
合
す
る
こ
ビ
が
必
要
：で
あ
っ
た
。
か
く
て
彼
は
«
業
階
級
ヾ

」

結
合
し

れ

。

產
業
階
級
は
主
權
を
主
政
：0
手
に
：結
合
す
る
こ
ヒ
を
欲
し
.た
。
何
ん
で
な
れ
ば
、
そ
れ
は
"
主
權
分
立
の
結
果
ビ 

.し
て
怫
蘭
西
_
內
商
業
に
課
：せ
：ら
れ
だ
拘
朿
を
脱
す
る
の
手
段
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
產
業
階
級
は
啻
に
名
#
心 

を
满
足
せ
じ
ひ
る
た
；め
に
も
亦
立
法
者
0
活
動
か
ら
生
ず
る
物
質
的
利
益
の
た
め
に
も
*
社
會
の
第一

階
級
た
ら
ん 

ビ
欲
し
れ
。
蓋
し
法
象
は
恒
に
之
を
造
り
し
者
の
利
益
ど
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
斯
る
理
虫
か
ら
澉
業
漭 

は
自
己
^
提
議
せ
ら
れ
た
王
政
を
の
結
托
を
承
認
し
た
。
そ
し
て
此
時
代
か
ら
王
政
く
の
結
托
は
維
持
せ
ら
れ
た
の
：
 

で
あ
る
，:0
.

:
:

丨「『

國

王

ミ

大

宵
.ヾ：產

業

的

勞

働_0:
-指

撖

奢

^

貴

族

ビ

 

一

西

年

以

上

繼

續

し

て

"

遂

に

主

權

は

王

政 

の

手

.に

結

合

せら

れ
、
#族
は

全

ぐ

跪
業
的
勞
働
を
ii
s
#:
す

る
摩
な
含
に
到
っ
た
。
か
く
て
ル
ィ
十
四
世
は
最
も
箸
名 

な
る
將
軍
'が
宮
廷
の
地
位
を
#:
んV」

し
て
彼
の
*
息
を
贶
ふ
の
を
見
た
。
か
く
し
て
多
數
の
•能
業
®
級
の
指
#:
者VJ 

な
る
：も
叹
は
此
階
級
^

#
を
起
し
、
0
己
の
能
力v

j

財
產
ど
に
依
、っ
て
何
等
か
產
業
的
企
業
の
指
揮
者
た
る
地
位
に 

登
b
得

る
底
の
人
々v

j

な
っ
た
の
で
あ
.る
。』

,\

ィ
十I

世
の
評
書
に「

投
じ
.て
y
典
同
の
敵
貴
族
階
級
の
勢
力
を
驅
逐
し
た
產
業
者
階
級
.が
完
全
に
貴
族
階
級
の 

&
糸
を
.脫
ま
し
ft
.の
は
ル
ィ
ィ
.处
饥
の
產
業
fe
議
策
與
つ
て
力
か
あ
'っ
た
の
.で
あ
る
0
:

.第

十

九

卷

2

六
六
九)

マ
ル
ク
ス
階
級
闘
#
說
起
源
考 

第
十1

號

ニ

ー

^



ン

緊

九

#:
'

(

一
六
七
0)

.ぺ
'
マ
$

ス
階
級
馨
敗
_

考 

H

號

r'
l
l 

、『

成
5

ィ
十
四
弛
は
極
め
次
浪
» '
家
|

つ
た
。
彼
は
極
9
に
戰
&

を
好
：愛
し
た
。併
し
乍
ら
そ
の
事
霞
>
ら
设 

:

ヵ
藤
業
階
級
吻
た
め
:-
:

大
^:
る
貢
献
を
與
>を

か

つ

た

、/

」

結
論
す
る
の
は
疋
當
で
は
な
い
。
也
の
湖
こ
资
つ
て
コ 

.

- -
ベ
r
:ル
は
エ
業
者
に
大
0:
場
建
設
の
.資
金
を
興
え
れ
。』 (

註
四)

，最

後

に

簾

階

級

發

M
の
，
第

四

期

即

ち

ル

ィ

十

E

世0

治
®
ょ 

>
信
厢
制
度
翁
立
に
到
る
迄
、
_產

慕

/s

 

何
^
る
發
展
を
成
就
せ
し
か
。

.
. 

ナ
ゾ
o
シ
モ
ン
は
謂
ふ

『

如
何
に
し
て
齑
業
僧
級
は
ル
ィ
: +
四
世
の
治
批
中
貴
族
：に
_

し
て
保
有
せ
し
社
.會
的
隸
屬
の
地
位
ょ
4
啟
己
を 

高
め
總
て
の
非
產
業
階
級
^:
共
に
競
帶
の
_場
裡
に
出
陣
す
る
事
が
出
來
る
k

到
つ
た
か』

:

:

:へ
：

：.サ
；ン 

>レ
モv

答
へ
で
日
ぐ
：
'
八

^
^
^
^
^
^

.

:

『

十
八
世
紀
以
前
k
於
い
て
は
農3

、

製
造
業
者
.及
び
商
人
は
§

々
の
幽
結
を
結
ん
だ
。

ル
ィ
十
四
此
の
治
比 

の
末
年
に
到
つ
て
始
め
：て
此
等
產
業
の
三
部
(,
11
の
齑
業
者
は1

切

の

產

，業

階

級

の

一

般

的

利

益

ヒ

完

全
に

調

和

す

る 

特
殊
の
羽
益
を
も
す
る
霞
業
部
門
の
議
に
依
つ
て
財
政
的
に
も
、
政
治
的
に
も
刚
結
す
る
に
到
つ
た
。
此
#
產 

業
.部
冏
の
櫛
成
は
倍
用
制
肥
を
移
入
す
可
き
手
段
を
ば
產
業
階
級
に
供
與
し
た
。

『

纏
て
新
し
き
瘀
業
部
in
3
卯
鈒
行
業
が
*
成
せ
ら
れ
5

『

J

チ
の
3

說
は
遞
^

及
9

觉
に
^

し

1
^

に
次
の
*

き
結
果
を
惹
起
せ
し
め
^

。
即
ち
^
侈
品
並
に
之
に
趟
す 

る
趣
味
が
著
し
4

加
し
た
。
そ
し
て
產
業
階
級
.は
此
時
以
來
他
の
一
切
の
階
級
の
力
以
上
、
否
政
府
の
力
以
上
の

-I IJ-UL-l 

■ 

-
 - -
 
.

.

.

.

.

以
1

吾
ス
は
、
サ
ン

'

V

シ
モ
ン
の
敍
述
す
る
所
に
依
て
、
產
業
階
級
が
如
何
に
し
て
發
往
し

、

如
何
な
る
段
pi
を 

S

由
丨
-
て
自
法
»

自

の

發

般
.>」

脱
就
せ
し
か
、
換
言
す
れ
ば
、
奴
隸
の
境
地
に
身
を
起
し
如
时
に
し
て
支
配
隙
級
た 

:
る
貴
族
階
級
の
：抑
應
を
排
除
し
て
、
獨
郎
の
產
業
階
級
5

し
て
全
佛
脑
_

»!
:

會
の
經
滿
_
權
力
を
掌
搌
せ
し
か
を
理 

解
し
た
;,
>

:

;

:

:

乍
併
產
業
喈
級
は
你
ほ
侬
然
ど
し
て
政
治
的
に
は
被
支
配
階
級
^

止
て
ゐ
る
。
即
ち
サ
.
ン

*
シ
モ
ン
は
謂
ふ 

-

.

『

か
く
し
て
產
樂
者
が
能
力
^

於
て
、
囊

に

.於
て
、
實
ヵ
に
於
て
大
«

る
進
#

を

成

就

せ

し

：間(:
非

產

業

階

級

は 

總
ゆ
る
點
に
於
て
遇
®

し
た
レ
之
あ
る
に
不
拘
國
王
は
依
然
ど
し
て
公
典
的
事
務
の
指
#:
者
を
ば
非
避
業
階
級
か
ら 

選
出
し
て
.̂

る』

.

.

.

.

『

而
ぢ
政
府
は
‘ス
ラ
ン
ク
人
：の
後
裔
の
手
中
に
业
て
ゐ
る
°,

フ
ラ
ン
ク
ズ
の
後
裔
が
國
家
財
，政
を
管
现
し
、
フ
ラ
ン 

ク
人
0

後
裔
が
祖
先
1'

り
繼
承
せ
し
指
撕
權
を
拿
振
し
て
ゐ
る
。
於
^

•
今
F

#

會
は
異
常
0

现
象
を
M

し
て
ゐ
る
。
 

阈
民
は
其
本
質
に
於
い
て
は
產
業
的
で
あ
る
が
.其
政
府
は
本
質
的
^

封
#
的
で
あ
る
(>
-
-
.
£
2
。：

而
ら
ぼ
現
今
グ
ラ
ス
ゾ
國
の
政
權
を
掌
振
せ
る
も
0-
ば
如
佩
な
る
階
級
で
あ
る
か
、

f
y
二

モ
ン
に
依
れ
ば
中 

間
階
級
で
あ
5

果
し
て
然
じ
ば
這
個
中
問
階
級
ビ
は
如
柯
、

_

:ザ
.

^
シ
モ
.ン
說
明
'し
で
白
<;「

：
'
;

.

『

久
し
き
に
涉
ダ
、J

V

ク
シ
；
ク

入

ぱ"
.何
等
學
者
階
級
の
手
を
藉
ら
^
し
气
そ
の
睬
ア
に
對
し
て
自
ら
故
刺
を
下 

し
.た
？
然
る
に
謝
舰
の
SL
會
的
關
係
が
復
雜
ノ
レ
な

り
、
成
文
法
が
移
入
せ
ら
る
る
に
到
る
や
、
名
#
を
誇
れ
る
フ
ラ 

シ
.ク
人
ぼ
、
m

a
の
激
於
を
爲
ず
事
が
出
來
な
く
な
^

’最
单
法
律
上
の
制
度
を
運
用
す
る
琳
が
出
來
な
く
な
つ
だ
。

飲
十
•螽

(
M

ハ
七一■

)

マ
»̂
ク
ス
隞
級
倒
^

說
越
源
..考 

飲
十 
一
0

「

H

一
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:
:
.是
に
ー
團
の
法
#
家

；が

生

じ

た

の

で

あ

る

、

フ
ー
ソ
シ
ク
人
は
：法

律

家

を

顧

問

ヒ

し

'
雒

問

の

場

合

に

は

彼

等

を

招

き 

.

解
決
す
可
き
法
律
問
題
：に
際
し
て
諮
詢
を
仰
い
だ
。
後
年
に
到
り
臣
下
の
繁
邻
を
裁
決
す
る
の
勞
を
全
く
取
&-
な
く 

: 

法
律
家
が
代
て
*
問
を
行
ひ
フ
ラ
ン
：ク
人
の
後
裔
の
名
に
於
い
て
宣
吿
し
た
0
.
こ
れ
が
中
問
階
級
の
一
部
の 

-

始
源
で
あ
る
。

.
■
.

:
火
樂
が
發
明
せ
ら
る
る
迄
武
裝
軍
入
即
ち
フ
ー
フ
ン
>
人
の
後
胬
が
軍
隊
の
幹
部
を
形
成
し
た
。
火
樂
の
發
明
後
銃 

手
並
砲
手
が
职
隊
の
虫
カ
ど
«

つ
た
0
抜
術
家
、
碑

手

^
手

は

主
.̂
し

て

ゴ
I

ル
人
の
後
裔
た
る
に
拘
ら
す
裉
隊
の 

指
揮
權
は
做
依
然
ビ
し
.て
>
ラ
シ
>
 
入
の
後
裔
の
手 >;

存
し
た
。
こ
れ
が
中
間
階
級
の
笫
ニ
部
分
の
始
源
で
あ
る
。

.

.

總
て
の
±

地
は
始
め
フ
ラ
ン
ク
入
の
間
に
分
配
せ
ら
れ
/2

ゥ
當
時
土
地
所
有
ビ
又
主
*

が
結
忖
い
て
ゐ
た
。

フ
タ 

.

ン
>
.人
の
後
裔
が
十
字
軍
を
企
て
、
入
®

を
調
達
す
る
た
め
に
自
家
所
有
の
土
地
の
一
部
を
賣
却
す
る
こV

J

を
餘
儀 

.

な
く
せ
ら
れ
た
時
>

«:

擎
は
又
同
時
に
、
自
家
の
主
權
の
一
部
を
も
割
譲
せ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
蓋

し

質

却

地

ょ
•

:

▲
主
：權

を

剝

海

せ

ん
S
如
.何
に
努
力
せ
ん
も
而
七
/
本
、
土
地
所
有
に
は
封
建
的
權
利
が
附
隨
せ
る
が
故
に
新
所
布 

者
は
縱
令
元
.；

牛民なも
小貴族

S
な
つ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
中
間
階
級
の
第
三
部
分
が
發
生
す
る
に
到
る
。

' 

(

胜
七)

.
！.

■

.

:

.

. 

'

:
封
連
的
貴
族
階
級
が
•產
業
陪
:»
の
擬
頌
に
侬
て
其
經
濟
的
勢
カ
を
失
墜
せ
し
事
は
旣
に
吾
人
の
前
述
せ
し
所
で
',の

る
。
乍
併
經
濟
的
權
カ
を
寶
失
せ
ー
ノ
封
建
貴
族
婚
級
は1,

七
八
九
年
大
革
命
の
勃
發
以
前
迄
は
尙
政
治
的
權
カ
を
把

ズ
振
し
て
ゐ
た
。
而
し
て
此
封
雄
的
貴
族
階
級
の
政
權
を
_
凝
し
新
^
政
權
を
獲
得
せ
し
も
の
は
實
に
這
個
中
問
階
級

で

あ

つ

て

、

決

し

て

產

槳

階

級

で

は

な

い

。

產

業

陪

級

は

經

濟

的

に

は

支

配

的

他

位

に

昇

ら

玫

治

的

K
は

依

然

m
-
y

>
j

し
て
被
支
配
的
地
位
に
甘
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
れ
。
 

'

一
七
八
九
年
の
大
革
命
を
遂
行
せ
し
も
の
■は
實
{:
中
間
階
級
で
あ
つ
.た
。
即

ち『

中
產
階
級
は
；/
ラ
ン
ク
人
‘い
後 

.裔
に
依
-0
て
運
用
せ
ら
れ
た
：政
權
を
剝
餹
す
る
迄
に
布
カ
ビ
な
つ
た
(1
考
へ
た
時
、
彼
等
は
國
民
の
大
衆
に
命
じ
て 

貴
族
^
反
抗
せ
し
め
た
ド
國
民
の
ヵ
を
藉
卜
て
一
部
.フ
■ラ
ン
ク
人
の
後
裔
を
殺
#
し
、
然
ら
ざ
る
者
は
之
を
阈
外
に 

.放

逐

し

た

。

中

間

階

級

は

：が

く

1>
:
て
酿
：ー
階
級
ビ
な
つ
た
。
.最
高
權
ヵ
を
棠
振
す
る
に
到
つ
72

彼
等
の
態
度
を
觀
察 

す
，る
乙V/J

は
極
め
て
興
味
あ
る
こ
で
あ
る』

，：

『

彼
等
は
彼
等
の
仲
間
沪
ら
一
市
民
を
選
出
しV

之

を

國

王

な

し

"

又

革

命
^
於
い
て
虫
役
を
演
じ
た
同
僚
に
"
. 

公
、
侯 

>伯
ノ
子
、
：男
"
等
.の
*
號
を
與
え
た
。

‘ ：
ニ
言
汰
し
て
云
へ
ば
封
建
制
度
を
自
己
の
利
益
の
穴
め
に
很
活 

し
.た
の
で
あ
る』c

飩
八)

o

_

永
年
の
闘
爭
に
侬
り
封
猶
的
貴
族
陪
級
を
觉
服
し
て
經
濟
的
に
支
配
階
級
の
地
步
を
獲
得
し
れ
齑
業
階
級
は
、
.
.大
，
. 

苹
命
^
依
て
：：封

雄

貴

族

階

級

：

0
政
權
を
奪
耽
し
て
向
6
政
治
的
支
®
に
昇
れ
る
中
間
.
級
ビ
茲
に
弭
び
圓
爭
し
“
け 

れ

ば

な

ら

な

：い
。

愛

に

サ

3/」

シ
モ
ゾ
:0
.產
業
.社
會
の
樹
立
を
華
調
？
す
る
社
會
改
造
の
使
命
は
存
す
る
の
で
あ
る 

が
，
■•其
.方
策
に
關
し
て
は
觀
述
す
る
が
如
，、
、
革
，命
的
手
段
を
排
し
セ
、
平
.和
的
方
法
を
以
て
せ
んV」

す
る
極
め
て 

ぃ

樂

舰

的

、
，
微

»

的

，

消

極

的

：の

も

の
.で
；あ
，
る
,0

, 

:

.

:
.
 ̂

氺

：
 

* 

:

关

吾
人
は
次
い
で
、
ナ
ン
0
シ
モ
ン
の
學
說
に
於
い
て
極
め
て
重
大
な
る
意
義
を
有
す
る「

產
業
階
級」

な
る
ft
念 

の
-本
®
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。.
此
槪
念
の
下
に
ナ
ン
。
シ
，モ
ン
は
何
を
理
解
し
た
かo

彼

は『

齑
業
者
問
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答』

：
1C
於
し
て
自
ら
？
產
業
濟
W
J
:は何
‘ぞ
や』

.

Q
.

問
を
設
けy

之
に
對
e

_
答

.L
T
謂
ふ 

I

業
者
ど
は
貨
財
を
す
る
太
め
に
勞
働
す
る
人
、.

或
は
«1
:
'#
の
各
輝

-0
成
員
に
»
し

々

彼

等

の

欲

望

迨

よ
 

::
:.彼
等
の
肉
體
的
草
樂
の
充
足
に
資
す
る
物
質
的
手
段
を
提
供
す
る
た
め
化
勞
_
す
る
人
々
の
意
：て
あ
る
。
穀
物
を
噃 

k

家
禽
或
は
■家
畜
を
飼
食
f

農

夫

は

產

馨

で

ぁ

る

。
車H

、

®
冶
屋
、
豐

は

產

業

者

で

ぁ

る

。
池
、
W
子
、 

麻
布
の
：製
i

は
均
し
ぐ
產
業
f

t

'

:商
A
、
讓

業

者

商

船

の

上

5

事
す
る
永
f

亦

業

者

I

一
 

,
は

產

I

s

會
の
總
X
の
成
員
の
た
め
に
、
凡
ゆ
る
物
質
的
手
段
を
生
f

、

之

を

.彼

等

の

欲

S

に
彼
等
の

商
人
を
構
成
す
る
。
i
s
,九)

ぃ

. 

，
 

^

及 

弓
工
業
碧

養

S

は
サ
ン
、

シ
モ
ン
ガ「

產
業
階
級
J

I

'槪
念
を
極
め
て
廣
_
に

鬆

し

て

t

事
f

看
過
し
て
は
な 

ち
«

ん

ば

1
弓

用

に

依

れ

放

ッ

ヤ

.
シ

モ

ン

は

農

民

、
手

工

業

者

、

商

人

を

總

稱

:L
y
之

塞

業

階

級

ど

呼

ん

で

ゐ
 

る

樣
I

る
.。

勿

重

巧

手

エ

|

、

商

人

産

業

階

級

の

主

.

I
素
.で
は
あ
る
£

等
.の
4
|

て
產
業
階
級

の
全
f

'解
す
る
の
當
を
得
ざ
る
事
は
ダ
ン
。
シ
モ
ン
が
他
の
個
所
に
直
接
生
產
者
を
以
てsavant 

d
.
a
p
p
l
i
c

&.
l
§
 

「

蘭
用
の
人4

ど
呼
び
、
學
者
を「

理
論
の
藤
業
者」

i
n
j
u
s
s
e
i
s 

4
.0
t
h;8
'
r

〔

e 

V
’

呼
べ
る
に
徵
し
.て
も
明
A
ひ
ち
る
.0 

ll
l

i.
^

i^
J
ノ
據
匕
な
る
珞
ひ
は
彼
力，，

L
e

 

p
aEr
.national 

§
 i:ndustr
.g:

c
o
m
p
a
r
e

 

a
u

 

p
a
r

n-.national 
ゴ

こ
A、、
、

て
、

彼
が
產
業
I

中
に
一
,
慕

社

會

に

有

益

？

勞
働
を
行
ふ
も
の
モ
此
勞
働
を
指
探
す
る
も
の
或
は
資
K 

を
X
槳
的
企
0
に
投
資
す
6
も
の1

ニ
、
か

か

る

勞

働

依

T
生

馨

R
有

音

る

_

に

蠤

す

る

も9

、
等
を
.訏

の
意
味
す
る
產
粱
階
級

11
總
て
の
活
B
的

人

ロ

換

言

す-f
t

ば
衝
忙
交
換
價
値
を
生
遨
す
る
も
の
の
み
3 
&
ず
亦
法
鹿 

力

を

榭

進

す

.5
人
々
も
包
含
せ
ち
る
る
の
で
ぁ
る
"
企
業
家
：
勢
働
者
、
盤
行
家

4
薇
術
.家
*
農
段
、
商
人
等
は
彼 

の
.所
謂
產
業
锴
級

0
«
成
部
分
で
あ
る
ど
解
す
可
.さ
で
ぁ
る

4
彼
が
企
業
家
、
勞
働
者
の
利
锥
を
全
然
同
視
し
て
區 

別
せ
ざ
る
こ
ぐ」

U
如

上

之

等

を

均

し

く

產

業

附

級

の

ー

卜

に

包

括

せ

る

^
徵
し
て
ネ
明
か
で
あ
る
。

.
吾
人
は
次
ぎ
に
サ
ン
•
シ
宅

-v

の
革
命
ft

を
考
察
す
る
で
あ
ら
う
。

サ
ン
.
シ
モ
ダ
は
彼
が
其
實
现
を
努
め
^
產
乘
社
會
似
理
想
を
他
露
し
て
！

H

く

『

產
業
者
は
社
#
の
第
.：
：

1

.階
級
知
構
成
す
る
で
，.あ
ら
う
、
最
も
著
名
な
る
產
業
者
が
自
發
的
に
財
政
の
執
行
を
引
受 

け
る
.で
あ
ら
う
、
彼
等
は
法
#

^
作
ム
、
他
の
階
級
が
猓
る
可
き
順
位
を
定
め
る
で
あ
ら
う
。
彼
等
は
各
谐
戚
に
對 

し

各

節

業

'|
:
依
て
成
さ
れ
た
功
續
に
適
は
し
き
意
_
を
與
え
る
で
あ
ら
う
。
こ
れ
こ
仑
、
必
定
現
在
の
軍
命
の
游
局 

•0
抑
ビ
な
る
で
め
ら
う
。
此jSI

的
成
就
の
縢
に
は
、
安
寧
が
完
全
に
#
障
せ
も
れ
，

一
般
的
福
利
は
忽
ち
增
進
I
、 

»

#
は
人
獨
め
本
性
に
適
合
せ
る
侧
人
的
、

|
般

的

幸

懈

を

莩

受

す

る

で

あ

、ら

う

。

』

.

『

產
«
階
級
は
*
會
の
笛
|
階
級
ビ
な
ら
な
讨
れ
ば
な
ら
な
い
.。
师
故V

J

云
ふ
k
這
階
級
は
總V

の
階
級
中
最
童
要 

階
級
で
ぁ
る
か
ら
。此
階
級
ば
他
の
總
て
の
階
級
の
存
在
を
必
要V

J

し
な
い
が
、
他
の
總
て
の
階
級
は
爺
業
階
級
を
無 

視
す
る
こ
t
植
出
來
な
い
。
產
業
階
級
は
自
己
の
カ
ビ
岛
己
の
權
カ
に
依
て
存
fe
す
る
？
他
の
階
級
は
此
階
級
の
た
め 

に
獅
か
な
时
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
何
ビ
な
れ
栋
彼
等
は
產
業
階
級
に
依
存
し
ノ
之
じ
依
て
艾
持
せ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
で 

受

'
之
を
要
す
る
に
總
て
の
事
は
產
業
に
依
て
生
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
總
て
は
產
業
の
た
め
に
な
さ
る
可
§
で 

あ
る』

ミ「
(

«:
1
ニ

)

.

雜
t
九
# 

(

ニ
ハ
七1:0
マ
^
ク
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第
十一

號

ー

三

六

$

サ
：ン
。
シ
モ
シ
は
實
現
す
可
さ
將
來
社
會
ど
產
業
階
級
の
现
狀
■マ

J
.

の
間
に
著
し
S

逕
庭
の
介
在
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依
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總
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れ
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ゐ
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社
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秩
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绝
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勞

ff
r
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に
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カ
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供
與
し
、
最
も
®
要
な
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な
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狀
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。
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薇
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レ
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' (

六)

.

階

級
,1

&
の
槪
念
が
初
め
て
ブ
口
レ
タ
リ
ア
思
想
の
一
成
素
ビ
し
て
現
は
れ
た
の
は
一
八
三
〇
年
代
の
英
國
て
あ 

つ
^

。
：資
本
主
義
が
逸
早
ぐ
其
緖
に
就
含
ブ
ロ
レ
，タ
リ
ア
^

ブ
ル
ジ
ョ
ヮ
ジ
ィ
の
社
會
的
離
隔
が
最
も
急
速
に
、
而 

■も
劃
然
ど
行
は
れ
し
英
國
が
、
か
の
四
十
年
代
に
及
ん
で
初
め
て
兩
者
の
分
離
を
減
"
其
時
代
に
到
る
ま
で
何
等
特 

，
の
：ブ
P

レ
タ
リ
ア
巾
5
想
の
現
る
る
に
到
ら
ざ
6
 -

佛
國
に
比
し
て
、
遙
か
に
有
利
な
る
溫
床
を
斯
說
の
發
生
に
提 

供
せ
し
は
诌
然
の
數
^

あ
る
。
;
マ
ル
ク
：
ス

の指
摘
す
る
が
如

く

『

當
時
英
關
は」

方
に
於
い
て
、
近
世
的
大
工
業
其 

者
は
、
：止
に
漸
く
其
幼
年
期
を
脫
出
し
た
ば
か
ぅ
の
所
で
あ
つ
れ
。
そ
れ
は
一
八
二
丑
年
の
恐
慌
ヾ」

共
に
初
め
て
、 

大
7.

藥
が
其
近
世
的
生
活
の
.周
期
間
的
循
環
を
開
始
し
た
^
 ̂

る
？

で
あ
る
。
他
方
に
於 

い
て
資
本w

勞
働
く
の
階
級
闘
爭
は
、
：政
治
的
に
は
神
聖
闷
服
を
中
心
ど
し
て
集
つ
た
諸
政
府
及
び
封
®
諸
侯
ミ
ブ 

V

ジ
ョ
フ
に
引
卒
せ
ら
る
る
多
數
民
衆
ビ
の
間
の
1

«

^
依
ぅ
、
經
濟
的
に
は
貴
族
の
土
地
所
有
に
對
す
る
齑
業
資 

本
の
杭
爭
に
侬
て
砍
然
ぐ」

し
_て
背
後
に
押
し
遺
ら
れ
て
居
た
0.
:

®

一)

久
し
く
隱
蔽
せ
ら
れ
て
居
た
此
階
級
關
爭
は 

遂
に
' I.

八

三

一

ー

年

選

擧

法

改

正

案

の

通

過

を

機

€

し
て
表
面
に
押
し
出
さ
れ
/2

。
蓋
し
這
般
の
法
雜
は
取
に
中
產
階 

級
即
ち
ブ
ル
、ジ
ソ
.ジ
ョ
イ
の
參
政
權
を
認
め
た
る
の
み
に
し
て
ブ
ロ
レ

タ
リ
ア
は
何
物
を
も
#

る
所
が
無
か
つ
た
の 

笫

十

九

卷(
一

六
八一

)

Z

ク
ス
階
級
賴
爭
說
起
源
考 

笫
十
ー

號

一
四
一



第
1
.
1 

(

一
 

六
八
ニ) 

—

マ
ル
ク
ス
階
級
.闘
爭
說
艇
.海
考 

锻
十一

號

一

四

ニ

:

〉

：

f

l

、
議

S

£

J

立

し

裔

0

i

s

f

 

I

f改
疋
し
S

S

Q

f
美

り

、

I

法
の
提
案
に
到
し
て
は
5

姻
け
す
、
且
つ
選
擧
法
化
就
ぃ
て
は
新
制
度
以
上
に
選
擧
權
の
擴
張
を
行
は
ん
暮
る 

意

志

冒

こ
I

示
し
_

ら
勞
働
者
の
怨
嗟
は
管

て

遂

泛

，

レ

タ
リ
ァ
の
最

初

の

蠢

的

政

治

運
？

^
^

ふ
可
き
一
八
三
八
年
以
降
の
：チ
ャ
丨
^
ィ
ス
ド
運
動
:̂
な
ク
た
の
て
あ
る
。

此
時
«

に
9

は
れ
た
，る
懲
洛
.
の
.
.：著
作
は
何
れ
も
皆
：语
個
の
消
息
を
傳
え
て
ゐ
、る

パ

此

間

に

在

つ

て

锻

汲

川

ち 

.
階
.級
闘
邻
に
對
す
る
钟
M

を
最
も
明
確
に
®

も
透
徹
に
表
明
し
た
論
客
は
^3

e
s

 

s
r
g
t
e
r
r
e

 

o

bjr
l
e
n

で
あ
る
。
嗲 

•

際
に
抵
ぃ
て
彼
の
膪
史
的
栽
篛
は
、
理
論
的
經
濟
方
而
に
は
在
ら
で
、
寧
ろ
社
龠
的
"
^
治
的
哲
學
の
方
面
に
ギ
す 

:

.
る
墓
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
彼
の
業
續
を
正
言

を
涉
I
し
な
け
れ
；は
な
ら
な
い
。
喩

へ

ば

§

_ 
p
s
t
l
c
a
l

 

Pamphlets, 

POIiti’cal 

Herald,

;
:
^
o
o
- 

o

l

f
 

a

n

<

^
 

r

o

l
 

M
e
r
c
l

 

N
l
n
a
i

 

R
e
f
b
r
i
,

 

rl
-
h
-
e 

Operative, 

S
o
u
t
h
e
r
n

 . Star, 

N
o
t
b
e
r
n

 

s
t
a
r
.

绿
即
ち
之
で
、

p

 
る
。

s

鬪
爭
S

I

,

o

s

nの

見

解

は

先

づ

关

？

 

て

典
一
斑

遺
慽
な
ぐ
f

着

し

て

ゐ

る

。
波
S

を
以
て
S

解
放
の
手
f

認
め
ず
、
壤
ろ
罵
奴
隸
化
の
方
策
I

る

ビ
E

め

て

友

る
:#

肽
1

^

,;

『

選
擧
法
改
疋
案
は
*
族
の
支
配
を
ブ
ル
ジ
ョ
フ
ジ
ィ
の
支
配
妃
移
し
ノ
之
に
依
办
英 

國
の
5>

働
者
*|
:

彭
し
て
ノ
^

览
龙
の
敵
の
鄉
赛
な
る
か
を
謎
^

す
可
&
可
姐
性
史
路
佻
じ
た
ド
過
ぎ
な
ぃ
も
の
で
ぁ

A

で
あ
る
が
は
何
等
問
ふ
所
で
は
'な

い

.0
:
該
案
•は
從
來
嘗V

見
ざ
.を
程
> 
不
自
由
な
，
最
も
琢
制
的
な
、
最
も 

賤
し
む
可
含
最
も
僧
む
可
さ
手
：段
.で
あ
：る
。
其
故
に
.予
は
識
君
'

2

誓
ふ
V

若
し
諸
君
'が
之
に
#
し
助
力
を
與
ふ
る
な 

ら
ば
2
其
は
自
家
の
屍
棺
を
準
«

す
る
も
同
然
で
あ
る
0

同
案
が
實
施
の
，曉
^

は
數
千
の
諸
君
は
餓
死
す
る
で
あ
ら
，
 

J

O
而
し
て
諸
君
の
死
骸
は
犬
の
.死
體
^
同
じ
ぐ
繼
堆
や
街
路
.の
上
に
露
出
せ
ら
れ
て
顧
ら
れ
る
所
が
な
い
で
あ
ら

ぅ

』

s

s

l

r。

;

.

.

.

此
選
擧
法
改
正
案
に
湛
く
議
會
が
新
救
贫
法
を
議
定
す
る
や
彼
は
又
之
を
評
し
て
日
く
、

『

新
救
貧
法
の
目
的
は
農
寧
エ
業
勞
働
者
を
最
低
生
活
甚
準
^
贬
下
す
る
に
*

る
。
新
救
貧
法
に
侬
る
節
約
は
租
. 

稅
に
課
せ
ら
れ
ず
、
寧
ろ
勞
銀
に
課
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
，>』

(

蝕
三)

.

.
■
是
等
諸
方
策
の
齋
す
_

影
響
に
關
し
て
彼
は
铤
に
論
及
し
て
謂
ふ

『

或
意
味
に
於
い
て
:*
*

法
は
多
.く
の
効
朵
を
齎
し
た
。
そ
は
國
民
の
眼
を
開
き
何
人
が
勞
働
階
級
の
歒
な
る
か 

を
彼
^

指
示
す
な
に
役
立
づ
た
。
改
IE

案
が
未
だ
法
律
ど
な
ら
ざ
り
し
_

人
々
は
ブ
ル
ジr

n

フ
ジ
ィ
は
勞
働
者
S

感 

情
に
於
い
て
共
通
せ
る
者
を
有
す
？
想
像
し
.た
。
今
や
此
幻
想
は
最
早
招
し
な
い
。
如
例
な
る
勞
働
者
も
ゾ
ル
ジ
ョ 

フ
の
議
會
か
ら
正
義
"

侧
理「

慈
惠
を
期
待
ず
る
も
の
は
な
い
で
あ
ら
ぅ』

ミ
。
S

四)

,

.
•»
家
の
本
質
に
關
す
厶
彼
の
言
明
は
®

に
腐
截
简
勁
で
あ
る
。
彼
に
依
れ
ば
、
國
家
は
勞
働
階
級
抑
腐
の
た
め
の 

:
#產
階
級9

 

1組
纖
に
外
な
^

2
。、
日
く 

.
：

『

通
說
に
依
れ
ば
"
政
府
ば
現
狀
通
{
に
自
ら
自
己
を
形
成
せ
る
も
の
で
あ
る
。
乍
併
®
際
に
於
い
て
政
府
は
營
利 

,
者
に
依
て
建
設
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
“
營
利
者
は
此
.保
譴
あ
る
に
依
て
勞
働
階
級
の
莫
大
^
る
利
澗
"
地

代

"

及
び 

。
へ
：

第

十

九

卷

(

：
1
:
六
八
3:)

：
じ

；
 

第

十

一

撒

ー

四

ミ



^
十

ソ

卷
.
c
rハ.八
四)

，'
,
I
:
.
.
.

マ
?v
ク
ス
階
級_
染
說
起
.源
考

 

第

十

一

號II
S
T

.

-X
他

の

課

晚

を

狼

得

す

：る

事

が

'出
來
る
。
法
律
を
造
る
も
の
は
政
府
で
あ
る
が
、
我
く
は
自
家
の
利
得
の
目
的
を
以 

て
法
#
を
造
り
、
之
が
實
施
を
政
府
に
記
す
る
も
の
は
偉
大
な
る
營
利
者
で
あ
る
か
。
.抑
«
者
た
る
者
は
nl
®
-)

Aト、
 

い
て
も
營
利
者
、で
あ
る
。
政
府
は
彼
等
の
夜
#
て
あ
り
、
被
抑
歷
者
は
勞
働
階
級
で
あ
る
。』(

I

)

厚
利
な
る
論
鋪
は
见
に
法
#:
0
批
判
に
向
け
ら
れ
て
居
る
。
'
彼
謂
え
ら
ぐ
、

.

.『

咎
國
の
立
法
者
逯
は
常
に
_

'0
如
く
想
像
し
で
ゐ
る
"
各
國
の
法
律
は
何
れ
も
皆
正
し
い
も
の
で
あ
り
、之
を
犯

す
洛
ば
不
正
で
あ
る
ビ
。
然
し
乍
ら
こ
は
大
な
る
虛
.僞
で
あ
る
。
法
律
は
屢
<

JE
し
い
よ
り
も
寧
ろ
不
正
の
も
の
で 

あ
る
::
:0
從
.て
之
に
服
從
せ
ざ
る
考
は
犯
罪
者
に
非
ら
ず
し
て
寧
ろ
犯
罪
の
織
性
者
で
あ
る
。
縱
今
少
數
の
不
逞
漢
が 

,
.

.

.
祉
脅
の
他
の
階
級
を
掠
奪
す
る
目
的
で
立
法
の
.特
權
を
®

奪
し
て
も
，
彼
等
は
商
家
の
法
捧
を
以
て
"
正
、
不
疋
の
甚 

準
、

/
J

な
し
犯
無
罪
の
尺
度
ビ
な
す
事
は
出
來
な
い
"
英
國
に
は
法
摔
を
犯
す
事
以
外
に
犯
罪
は
存
在
し
な
い
も 

の
で
也
る
ビ
想
像
す
る
の
は
勝
手
で
先
る
が
，
：
事
實
上
犯
罪
の
十
分
の
九
は
立
法
者

m
身
並
に
其
一
味
に
依

て
犯
さ 

れ
て
力
る
.も
の
で
あ
る
。
喩
へ
ば
竊
盜
は|

個
の
犯
罪
で
あ
る
而
ら
ば
英
國
に
於
け
る
最
大
の
竊
盜
は
何
人
で
あ 

る
ヵ
’

然
ぅ
^

は
英
國
の
成
文
#

で
あ
る
。』

；/

」

。
£

六〕

:

乍
然
斯
稱
の
兄
解
は
獨
リo

w
r
i
e
n
.

に
の
み
獨
自
の
も
の
で
U
な
か
つ
た
。
彼
ビ
同
じ
く
卓
越
せ
る
論
客J

o
h
n

 

. 

Bell::0

如
き
も
亦
同
種
の
見
解
を
表
明
し
て
ゐ
る
。

.

『

今
日
に
到
る
ま
で
社
會
は
赏
者
の
貧
者
に
對
し

て

行
ふ
犯
罪
を
保
護
す
可
刍
機
關
で
あ
る
。
法
學
者
ら
吾
々

に
敎
ふ
る
が
如
“
社
會
は
個
人
及
び
財
產
保
議
の
た
め
に
建
設
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
總
て
畋
府
は
今
H

に
到
る
も
。
依

_

_

_

_I_
_ 

然

ミ

し

て

贫

者K

斜

す

る

富

者

の

課

反

に

外

次
i

ぬ

.即

.

.ち

毅

者

，
1
.
.級I

知

者

t

.該

屬

t
.
し

ひ

，可

き

.强

者

汗

者

の

：讓

■反

に

：

外
な
ら
ぬ
、
今
日
英
國
政
府
は
正
に
此
の
類
で
あ
る
。
卯
れ
は
勞
働
階
級
、
下
層
®

級
に
對
す
る
有
®
踏
級
並
に
竊 

盜
.の
:
一
大
謀
叛
で
あ
る
。
；：W
謂
財
產
を
有
せ
ざ
る
者
、
權
カ
、
譎
詐
に
依
て
他
人
の
勞
働
に
窬
食
せ
^

る
漱
は
何
人
も 

此
政
：府
{:
;
參
與
す
る
事
を
.許
？
れ
な
い
.

』

ど
。S

穸

「

:y

 

^

'

:

v

ル
ド
ョ
ソ
ジ
ィ
^
:ダ
«

レ
^ ̂

の

見

解

は

科

學

的

"

合

理

的

に 

し
て
,st

m
i
m
o
n
,

 

C
o
n
s
i
d

ぼ

nt, 

G
u
i
z
o
t

 

g

s
獨
斷
的
、
備
理
的
見
解
を
遙
か
に
凌
源
し
て
ゐ
る
。
蓋
し
彼
等
に
侬 

れ
ば
ブ
ル
ジ
ノ
ヮ
ジ
ィ
對
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
對
立
は
必
す
し
も
絕
對
的
に
相
尅
的
の
も
の
に
非
ら
す
し
て
、
f

關 

和
的
可
能
性
を
苻
す
る
^

反
し
て
フ
^

出
ユ̂

し
に
依
れ
ば
這
個
の
階
級
對
立
は
^
根
本
的
の
も
の
兮
絕
對
的
の
も
の 

で
：あ
つ

て
::
>

兩
者
の
間
に
は
到
底
越
ゆ
可
か
ら
ざ
る
利
害
の
溝
渠
の
存
在
す
る
鄯
を
認
識
せ
：る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
;

.
 

彼
は
謂
ふ
;.

;

.

.

『

中
產
階
級
S
勞
働
階
級
は
同
.
1
:
0
_
利
齊
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
^
汝
に
保
證
す
る
人
々
を
信
賴
す
る
勿
れ
。
其

れ

:
:「 

は
嫌
惡
す
可
.き
欺
_
で
あ
る
。
縱
令
她
獄
は
天
國
よ
1 |
、
巡

く

？

火

は

水

(£
相
容
れ
ず
ど
す
る
も
何
ブk

ジ

3
ヮ
ジ
ィ
.

,

:

.:
:
?

生
產
階
級
の
利
镀
の
逕
庭
に
は
如
か
ず』

ビ
O

S
八
}
又
他
の
機
會
に
於
て
日
く 

ノ

‘

.『

兩
階
級
の
刺
害
の
調
和
.を
說
く
0

は
何
た
る
無
意
義
の
事
で
あ
る
か
，
主
人
ど
奴
隸
S

の
問
R

は

利

害

の

共

有
;
, 

は
存
在
し
な
い
し
ノ
否
存
粗
し
能
は
ぬ
a
丨
；

：
吾
人
は
屢
<

資
本
ど
勞
働
の
權
利
が
決
し
て
相
容
る
る
も
の
：に

非

ざ

::
: 

る
琪
を
示
し
た
。
實
際
に
於
い
て
資
本
の
權
利
な
る
辭
句
は
言
葉
の
誤
用
で
あ
る
パ
不
正
を
隱
蔽
す
可
さ
權
力
を
權 

利

呼

_

5
時
以
外
に
は
"
：
資
本
は
，M
等
の
權
利
を
有
せ
す
、
又
有
す
る
能
U

ぬ
の
で
あ
る
I

資
本
の
權
利V

J

は
畢
竟 

,
勞
働
階
，級
を
欺
瞞
し
、
之
を
隸
璐
せ
し
む
可
き
權
利
の
謂
で
あ
る』

。
£

九)
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笫
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號

5

六

.

.

乍
然
ブ
ル
ジ
ヘ
ソ
ジ
づ
^
ブ
ロ
レ
タ
ジ
ァ
の
利
害
の
對
立
は
如
何
に
し
て
發
生
デ
し
も
の
で
あ
る
か
ど
言
ふ
に 

:
:
Q
B
r
f
e
n

に
依
れ
ば
道
は
決
し
て
主
觀
的
、
：偶
成
的
の
も
の
で
は
な
く
し
て
、
寧
ろ
社
會
進
比
の
必
然
的
所
產
で
あ

i 

.

.
，
る
"

. 

_ 

...

.

.『

吾
人
は
、
故
意
の
竊
盜
の
資
を
赞
本
家
^
負
は
せ
る
の
で
は
な
い
。
資
本
象
の
犯
す
掠
奪
は
本
を
尋
ぬ
れ
は
決
し. 

て
惡
盒
沪
ら
生
す
る
も
.の
で
は
は
な
ぐ
寧
ろ
.社
會
^

於
け
：る
彼
等
の
偶
然
的
地
位
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
正
し
く
言 

.

.ふ

な

ら

ば

、

此

掠

粼

は

'
,
旣

存

の

環
^

に

於

い

て

.資

本寧
の
如
何V

J
7
P

す
る
事
の
出
來
な
い
特
定
要
素
の
隱
れ
た
る 

影
響
に
跛
く
も
の
で
あ
るi

v
。(

註
十〕
：

.

是
等
の
理
論

y

國
家
觀
、
，法
栩
觀
が
約
十
年
後
离
國
勞
働
者
協
會
を
創
設
せ
し
マ
ル
勿
ス
、

H

ン
ゲ
ル
ス
に
深
き

.

.

.感

銘

を

，與

ぇ

し

事

は

B
e
e
r

 

8
十一 )

 

S
共
に
認
む
る
所
な
る
も
而
も
是
等
は
未
だ
斷
片
的
に
し
て
系
統
的
形
式
を
具

冇
す
る
忆
到
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
5

-

:

.C

就
G

M
a
r
x

丨

D
a
s
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s. 

X
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(

.if
k

十 
一)

w

g
n)

^1
g

p

z—

K
K-
t
o
r
y 

.
o
f 

British 

s
ocialism 

v
o
l
. 

.1..

で，
200
0.

(

七) 

,

近
世
8 1
:

會
に
於
け
る
ブ
ル

ジ

ョ

ヮ

ジ

ィ

對

ブ

ロ

.

レ

タ

リ

ア

の

對

峙
、
ブ

口

レ

タ

リ

ア

v
j

共

產

主

_

、

社

會

虫

義

v
j

 

の
必
然
脚
緒
合
"

社
#

革
命
、
ブ
ロ
;.
:v

タ
y 

r

»裁
の
觀
念
•

等
は」

八
四
八
年『

共
產
黨
宣
言』

の
上
梓
を
俟
た
づ
、

這
年
を
溯
る
六
年
、
即

ち1

八
四 
二 
年 

e

a

e

r 

s
o
z
.
i
a
l
i
s
m
u
s

 

u
n
d

 

I
c
o
m
m
u

s.s
m
u
s

 

d
e
s

 

I
m
e
t
i3
n

 

F
h
a
n
k
r
e
f
c
h
.

 

E
i
a

 

B
&
r
a
g

 

z
u
r

 

Z
e
i
t
g
e
s
c
h
f
c
h
t
e
/，

1
8
4

ッ

の

著

者

L
o
r
e
n
z

 

v
o
n

 

s
s
n

に
依
て
夙
に
透
徹
明
快
に
論
瞪
せ
ら
れ
て 

.

ゐ
る
。
，本
#

は
.ー
八
四
ー
ー
年
ょ
ト

| 

.八
四
五
年
め
間
^

三
度
增
訂
、
改
版
せ
ら
れ
一
礙
に
し
て
.著
者
の
糌
踅
妃
高
か
：，
 

ら
し
め
た
。
同
番
の
最
終
版
は
.0
1

に
幾
多
.の
«

訂
を
享
け
，
1

八
五
〇
年，

Q

,̂c
h
i
c
h
t
e

 

d
e
r

 “
S
O
Z
I
a
l
e
n

 

B
e
w
e
g
u
n
g

 

i
a F

r
a
n
k
r
e
i
c
h

 

v
o
n

 

1
7
S
9

 

b
i
s

 

a
u
f

 

u
n
s
e
r
e

 

T
a
g
e

。

な
る
標
©

の
下
に
出
版
せ
ら
れ
た
。
本
書
が
當
時
の
思
&
界 

に
幾
多
の
，：反
響
を
喚
起
せ
し
は
勿
論
、

一
方
へ
ー
ゲ
ル
の
思
辨
哲
學
を
固
執
せ
る
保
守
主
義
マ」

他
方
プ
ォ
ィ
へ
y
 

パ
ッ
ハ
の
唯
物
論
の
傘
^
に
集
れ
る
急
進
主
義
ミ
の
間
に
低
速
せ
る
獨
逸
の
思
想
界
に
進
歩
的
な
る
佛
蘭
西
の
疵
會 

主
義
©

想

を

親

炙

せ

し

，め
：し

_

績
は
遽
に
沒
す
る
こV

J

は
出
來
な
い
。
又
本
書
が
當
時
尙
ほ
へ
ー
ゲ
ル
哲
學V

J

ス
ガ 

，ィ
.エ
ル」

バ
ッ
パ
の
唯
物
謫
の
㈣

に
が
徨
し
、
未
だ
社
#

主
®

思
想
に
眤
ま
す
、

一
個
の
攧
觚
者
ミ
し
て
ラ
ィ
ン
新
聞 

の
®

輯
に
從
事
せ
し
こ
ク
ス
に
對
し
て
如
何
な
る
感
銘
を
與
え
し
や
に
關
し
て
は
後
述
す
る
が
如
く
、
異
說
紛

 々

>

し
て
遽
に
其
赞
西
を
決
す
る
事
は
容
易
で
は
な
い
が
、
旣

に

L
o
r
e
n
z

 

I

 S
t
e
i
n

の
表
明
す
る
所
の
思
想
が
後
年

-

筇

十

九

卷

C

 

ニ
ハ
八
七

〕

.
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級
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樂
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源
考
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マ
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ス

階

級

闘
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源

考

-

第
十一

號

S

A

:

マル
クス
の恧
想を

#
榄

:^
ら
し
ひ
る
も
の
あ
る
の
一
事
に
到
々
て
は
、
兩
者
を
'併
せ
讀
む
も
も
の
の
容
易
に
看
R
 

す
る
所
で
あ
ら
う
。

.

.

.

• 

以
下
姑
く
彼
の
見
解
を
述V

、
次
い
で
彼v

j

マ
ル
ク
ス
ミ
の
思
想
的
交
渉
に
言
及
す
る
で
、あ
ら
う
。

フ
ロ
レ」

タ
リ
ァ
對
プ
ル
ジ
ョ
ッ
ジ
ィ
の
階
級
對
立
は
如
何
に
し
て
發
生
せ
し
も
の
な
る
や
、
而
し
て
1
個
身
立
*は 

何
故
に
近
世
社
會
の
必
然
的
所
產
な
り
や
、
之
^
對

し

て

；0
0§
2 v

o
n

 

S
t
d
n

は
說
明
し
て
謂
ふ

.

.

.

『

資
本
は
旣
に
以
前
に
定
め
ら
れ
た
る

法
則
に
從
ひ
、

其

大
小
に
應

じ
て
相
互
に
順

序

立

て

ら

れ

て

ゐ

る

事

は

言

ふ

:

::
:を
埃
犮
な
い
。
資
本
の
分
*

は
，
.其
所
有
激
^

對
し
*

資
本
家
間
に
於
い
て
彼
の
社
會
的
地
位
を
與
え
る
。
其
故
に 

取
得
資
本
は
、
直
に
人
格
'の
性
質
を
取
-
^、
，：益
く
大
な
ら
ん
事
を
努
め
る
。
取
得
資
本
ど
、

ー
般
^
自
己
滿
足
せ
る 

「

：：：»

な
る
所
有
ビ
の
區
別
は
.愛

に
:#

ず
る
。
總
て
の
資
本
の
增
大
は
、
其
發
生
ど
同
じ
く
勞
働
に
依
存
す
る
。
：而
も
を 

れ
は
生
逾
物
の
價
値
並
'̂

價
格
が
其
授
資
及
び
生
產
費
に
超
過
し
て
、
其
超
過
额
が
利
潤
ビ
し
て
资
本
に
繰
入
れ
ら 

る
る
事
に
侬
て
起
る
の
^

あ
る
。扨
て
生
產
费
の
主
要
部
分
は
實
に
勞
銀
で
あ
る
。
其
故
に
勞
銀
が
大
な
れ
ば
大
な
る 

程

益

上

菜

利

澗

は

小
.̂;

な
り
、
勞
銀
が
小
^

れ
ば
小
な
る
程
、
資
本
利
潤
は
大
ビ
な
る
。
：
：
：

此
出
來
る
だ
け
低
廉
な
る
勞
龈>/J

は
勞
働
者
の
必
：需
品
に
依
て
極
限
せ
ら
る
る
0

然
る
に
^

の
最
低
勞
鈒
は
必
然
: 

的
に
勞
働
考
の
造
り
出
せ
し
利
潤
を
併
呑
し
て
之
を
企
業
家
の
資
本
に
與
え
て
之
を
勞
働
者
に
交
附
し
な
い
樣
^
す 

:

る
。
か
く
し
て
';
:

疋
の
利
潤
0

た
め
^

資
本
ど
-̂

働

(£

が
結
合
す
る
場
合
、
即
ち
企
業
の
場
合
に
生
ず
る
利
澗
は
>

:

獨

り

資

本

の

有

に

» -
1

る

、

若

し

勞

働

者

が

此

利

測

を

得

る

V
J
.

せ

ば

資

本

家

は

之

を

得

な

い

®

に

な

る

で

あ

ら

う

0 

斯

'く

て

.資

本

.

V
」

勞

勸

'V」

は

.調

和

.を

失

.ひ

、
取

得

の

上

.に

.建

.設

皆

ら

n

し

.肚

會

办

踏
：.
级

.か

_

に

.矛

■盾

&

發

生

す

る

。

：
.

.:'
:
l
y
g
_____g
.

'r
ll
!!鳩

.

此
矛
盾
は
1
/t
の
性
質
を
備
え
て
ゐ
る
ゾ
即
も
利
潤
は
資
本
の
.利
益
で
ゐ
-

資
本
無
き
勞
働
の
@
的
で
め
る
。

.

.

.故
に
資
本
の
利
益
と
勞
働
•の
但
的
ど
は
對
立
す
る
;0

之
れ
典
本
來
の
調
和
•か
破
ら
る
る
所
以
の
矛
盾
で
あ
る
。

.
扨
て
»

本
無
.き
勞
働
は
，
所
得
の
資
靴
を
得
ん
^

の
必
要
か
ら
"
必
要
的
に
資
本
^

赴
か
ざ
ろ
を
#

ざ
る
が
故
に
、

: 

資
本
は
利
得
.の
絕
對
的
條
伸V」

し
て
勞
働
及
び
勞
働
者
に
對
し
て
、
勞
慟
條
件
を
指
定
す
•る
事
が
出
來
な
。
是

等

の

::

:

.'
;
條
件
は
a
.龠
紐
織
の
肓
目
的
反
對
费
が
思
惟
す
る
如
ぐ
決
し
て
任
意
的
の
も
の
：で
は
な
い
C

是
等
の
條
件
は
、
資

本

：

の

利

益

を

擁

_

す

る

た

め

の

も

0

で
あ
る
か
ら
勞
働
者
に
何
等
資
本
利
得
を
得
せ
し
め
な
い
^

云

ふ

程

度

に

止

め

て

.

.it
く
に
相
違
な
い
。
:
か
く
し
て
»

本
^

勞
働
ビ
の
對
立
の
笕
ー
の
結
果
が
現
は
れ
る
。
資
本
は
，
自
己
の
利
益
の
た
：

. 

め
に
"

必
然
的
^

、
勞
働
が
資
本
を
缺
ぐ
こ
(£
、
勞
働
が
資
本
を
取
得
し
得
ざ
る
事
を
永
遠
な
ら
し
む
る
所
の
カ
ミ
な
.
,

る
。■
資
本
を
有
せ
ざ
る
が
の
：は
何
者
を
も
獲
得
す
る
事
が
出
來
な
い
。
か
く
し
て
有
產
眷
階
級
無
產
者
階
級
ょ
り
所

，
：

:
_

者
、
非
所
有
雍
の
身
分
が
生
^
る
。
肿
有
ビ
無
所
有
ビ
於
固
定
し
て
種
別
を
な
し
、
か
く
し
て
社
會
の
組
織
は
ー
個
，

:

. 

の
確
®

た
る
決
定
的
，の「

も
の
：ビ

な

る。
：

r 

其
故
に
そ

は

®

に無
街
者
を
資
本
の
取
得
ょ
り
排
除
す
る
の
み
な
ら
：n

ず
亦
無
資
本
の
勞
働
：を
し
て
？
活
動
的
資
本
に
依
存
せ
し
め
無
產
者
を
有
產
者
に
依
存
せ
し
め
る
。
.
.
.
隨
て
無：

：

產

階

級

箸

旅

階

級
に
»

ず

る

從
錦
關
係
は
：自
然
的
な
、
必
然
的
な
、
不
可
避
的
の
も
の
S

な
つ
て
來
る
o』

p

i

)

.

即
ち
彼
，に
依
れ
ば
卜
有
產
階
級
、
■無
爺
階
級
の
別
は
單
に
資
本
の
有
無
に
敗
て
決
定
せ
ら
る
る
も
の
で
あ
り
、
而 

■
し
て
這
資
本
の
有
無
は
兩
階
級
の
從
屬
關
係V

J

必
然
的
、
不
可
避
的
の
も
の
た
ら
し
む
る
。
愛
に
彼
は
勞
働
の
み
を 

冇
し
て
資
本
を
有
ぜ
ざ
る
階
級
を
無
能
階
級
ど
稱
し
て
ゐ
る
が
這
階
級
は
彼
に
依
れ
ば
直
ら
^

ブ
^
レ
ク
タ
ァ
で
は 

な
い
:0

此
が
长
め
,̂

は
>

.彼
等
の
間
に
共
孤
の
意
志
，
地
位
^

對
す
る
理
解
、
換
言
す
れ
ば
無
產
階
級
ビ
し
て
の
階
.

.
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1
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1

マ
が
ク
ス
階
級
關
带
說
起
源
考 

第
十
-1

號

ー

'
瓦
0

級
意
識
が
存
’在

し

な

け

れ

、
ば

な

ら

な

い

。

即
，
ち

彼

は

日

く 

『

社
龠
の
下
層
階
級
は
從
來
は
取
に
、：國
.民
經
濟
の
本
®
に

葙

す

る

外

面

的

嬰

素

即

ち

純

粹

勞

働

の

，要

素

に

依

り

總 

«
せ
ら
れ
て一.

個
の
金
體
を
な
し
て
ゐ
た
。
そ
れ
故
に
彼
等
は
大
衆
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
內
部
的
全
®

で
は
な
い
。
 

彼

等

の

社

龠

的

地

位

^

經

濟

的

任

務

V
J

は
共
羅
で
あ
つ
た
が
併
し
典
通
の
意
志
を
缺
い
て

ゐ

た

0

此

意

志

の

由

i

本

、

彼
等S

地
位
の
理
解
ど
其
袈
來
，>
0
共̂
通
で
あ
る
^
言
ふ
事
賞
に
，支
持
せ
ら
れ
て
，
社
會
の
此
部
分
ょ
0
今
ゃ
ー
_
 

の
獅
立
的
存
狂
で
換
ー
一

_

:
れ
ば
ふ
定
の
意
嚮
を
懷
い
て
社
會
組
織
に
對
時
す
る
獨
立
的
、
意

識
的
勢
力
を
作
り
出
すV

の
で
あ
る
。
却
く
の
勿
き
も
の
を
新
し
き
*
而
も
普
く
知
ら
れ
./
2

る
名
稱
を
以
て
ブ
«

レ
タ
タ
ァ
>ヒ
呼
ぶ
の
で
あ
る』

■

^
O

S

I

D

'

.

. 

. 

.

.
次
ぎ
に
吾
人
の
特
筆
す
可
き
辦
は
彼
が
取
な
る
貧
困
階
級
ご
ブ
ロ
レ
タ
リ
ァ
を
明
確
に
區
別
せ
る
事
で
あ
る
^

-®

は
彼
を
し
て
久
し
く
兩
者
を
泥
淆
せ
し
從
來
の
社
會
主
義
者
に
遂
か
に
凌
駕
せ
し
む
^

^

以
の
も
の
で
あ
る
。

『

吾
人
は
贫
^

|̂

級
^

フ
ロ
レ
タ
夕
ァ

>
/

」

は

縱

令

密

接

な

る

關

係

が

其

，間

に

存

す

る

マ

」

し

て

も

、
金

ぐ

異

れ

る

者

で
 

あ
る
ど
言
ふ
事
は
1
般
周
知
の
.事
實
；̂
考
へ
る
0

此
區
別
は
簡
取
な
命
题
で
示
す
事
が
出
來
る
0

即
ら
贫
困
锻
«
は

:
'
. 

勞

働

能

力

を

喪

失

せ

；し

時

 

>
:蒙

は

’现
實
的
勞
働
を
以
て
人
間
の
自
然
的
、

1
般
的
欲
望
を
充
足
せ
し
ひ
る
能
は
ざ 

石
場
合
に
.發

.生

す

る°
:
ブ
.ロ';
レ

，

リ
：
ァ.は
、
：努
働
者 

：

ふ
&
合
に
發
生
す
る
。
菩
人
は
贫
|«
階
級
を
保
護
^
依
て
救
濟
し
得
可
く
又
、
救
濟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
又
ブ

&

レ
タ
リ
ァ
を
収
得
を
可
能
な
ら
し
ひ
る
泰
R

依
て
救
ひ
得
可
く
、
又
救
濟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

j

國
民
に
就 

い
て
云

へ

ば

：

フ
0

レ

タ

タ

ァ

無

/
、
し

て

贫

阚

階

級

存

在

し

得

る

-こ

.マ」

，恰

も

贫

因

階
級
，無
^

-
し

て

ゾ

”

レ

タ

タ

ァ

が

存

在
し
得
る
が
如
{
で
あ
る』

ビ
o(

s
l
l

)

;
, 

取
得
を
栽
礎
ビ
せ
る
社
會
の
矛
盾
が
ブ
ロ
レ
タ
リ
.ァ
の
意
識
に
刻
鄧
せ
ら
れ
て
平
等
1 8

理
の
芘
立
ビ
な
る
。
泣
|2.
ロ 

^
侬
れ
ば
’
共
齑
主
義
、
社
#
主
義
は
這
個
原
理
の
發
現
に
外
な
ら
な
い
。

，

，彼

に

依

れ

ば

共

產

主

義

ど

は

.『

常
に
各
人S

絕
對
的
無
財
康
並
に
全
體
の
財
貨
共
有
S

沄
ふ
夫
の
軍
純
な
る
原 

理』

を『

是
認
す
る
總
て
'
の
體
系
，/
J

M想
ミ
を
一
：括
し
てi

言
ふ
も
.の
で
あ
る
。『

即
ち
典
產
主
義
は
總
ゅ
る
形
態
に
於
：：

.

い
て
平
等
て
.ふ
社
會
|1
1
心
想
.の
最
初
_の
，素
朴
的
體
系
で
あ
つ
て
、
社
會
秩
序
並
.に
其
$
礎
た
る
個
人
的
財
產
^
^
そ̂
れ
，
:

: 

が
所
有v

j

し
て
現
は
れ
る
ミ
或
は
資
本
V
Sじ
て
現
は
れ
るV」

を
問
は
す
|

に
對
す
る
平
等
见
想
の
最
初
の
適
用
で
:
:
:

^

,

.

:

.
,:
' 

:

:

:

:

v

'■
 

,
 

,

I
乍
来
彼
に
依
れ
ば
、
典
谎
主
義
は
營
に
實
行
不
可
能
の
も
の
た
る
の
み
な
ら
ず
ノ
其
自
身
に
矛
盾
を
包
含
し
て
ゐ 

る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
謂
ふ

r

扨
て
總
て
の
共
產
主
義
は
"

實
質
的
不
可
能
の
も
の
で
あ
る
ビ
實
ふ
事
は
姑
く
措
き
、
そ
れ
自
身
の
原
理
に
：對
す 

る
一
つ
.の
矛
盾
を
何
含
し
て
ゐ
气
こ
の
事
は
此
主
義
を
少
し
く
仔
細
に
*

察
す
れ
ば
す
る
.
程
、
益

く

强

く

現

は

れ
:
 

:

て
來
る
0

本
來
共
同
體
は
共
產
主
義
に
於
い
て
も
、:
國
家
に
於
，け
る
€
均
し
く
各
個
人
を
通
じ
て
働
く
可
き
も
の
で 

あ
ろ
か
ら 

は
勞
働
の
分
配
及
^

指
導
を
又
各
個
人
に
委
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
若
し
成
る一

個
人
が
勞
働
選 

，擇
の
描
利
を
持
つ
て
ゐ
る
S

す

れ

ば
:̂

勞
働
を
必
要V

J

す
る
人
は
誰
で
も
直
に
其
人
に
從
屬
す
る
様
に
な
る
で
あ
ら 

ぅ
"

而
も
そ
れ
は
正
に
撤
廢
ぜ
ら
る
可
き
で
あ
る
。
即
ち
唯
共
同
體
の
み
が
勞
働
を
要
求
し
、
之
を
指
導
す
る
。
乍 

;

併
そ
れ
は
個
人
^

侬
て
代
表
せ
ら
れ
"

個
人
は
共
同
體
の
名
に
於
い
で
>

亦
其
カ
を
以
て
行
動
す
る
も
の
で
あ
る
か 

笫
十
九
卷
'
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.

ら
其
等
の
個
人
は
勞
働
の
支
配
者
ど
な
>

、
凡
て
の
勞
働
者
、
隨
て
全
.共
同
體
は
其
等
0

個
人
に
從
«
す
る
事
に
な 

'

る
。
®

際
S

主
義
は
か
ぐ
の
如
く
し
て
®

に
人
々
f

由
の
名
の
下
に
ょ
ぐ
堪
べ
得
べ
し
ど
稱
す
る
贫
_

を
¥

て 

,
る
の
み
な
ら
ず
亦
眞
正
の
奴
隸
制
度
を
往
す
る
。
是
等
は
平
等
思
想
ミ
絕
對
的
に
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
る
°
电
淹
屯 

_ 

■

.

雜
は
此
矛
盾
を
解
決
す
る
事
は
^

來
な
ぃ
。
斯
の
如
く
し
て
總
て
の
典
產
主
義
は
必
然
的
に
社
會
的
從
縣
を
除
去
せ

/b
V
Jし

て

新

び

る

一

曝

忍

.び

雛

含

不

ま

由

を

招
ぐ
こ
ヒ
は
明
か
で
あ
る
。
そ
し
て
平
等
见
想
は
共
齑
主
義
を
去
り
他 

の
进
を
妞
る
に
到
る
。
其
故
に
办
產
主
義
は
喷
だ
之
を
放
遛
し
て
0
然
消
滅
を
埃
つ
め
み
で
あ
る
。
共
镟
主
義
は
最 

初
の
素
朴
的
.
-準
備
的
試V

J
f

以
外
た
何
等
の
意
f

も
有
せ
ず
、
不
平
を
訴
へ
I

•る
迄
も
無
ぐ
.
.亦
排
？

ら

る
る
笾
も
無
ぐS

己
の
內
部
的
不
可
能
性
ょ
々
滅
亡
す
る』

^
。(

註
五〕

.

.

.次
に
1|
#
主
義
は
如
何
。

.

♦

,

彼
に
侬
れ
ば
IL

會
主
義
ど
は『

勢
働
を
し
て
資
本
を
支
配
せ
.し
め
I

現
在
の
勞
慟
を
し
て
過
去
の
努
働
を
支
®

:'.
;
:.せ

:1
:
め—

^
し
て
：勞
働
を
し
て

8]
會
の
主
要
物
、
社
會
の
指
導
的
原
理
た
ら
し
む
る
所
の
.一
切
の
思
想
並
^
砰
览』

. 

を
慕
し
て
云
ふ
も
の
で
あ
‘る
。
其
故
に
社
會
主
義
は
平
等
て
ふ
祉
會
恩
想
の
第
ニ
の
體
系
で
あ
つ
て
勞
働
は
資
本
：
;
.
:

を
支
配
す
る
て
ふ
#
の
適
用
を
竣
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る』

ヾ

」
。S

5
 

.
s
t
d
n

は
社
會
主
義
を
以
て
.典
產
主
義
に
®
等
脓
れ
る
も
の
で
あ
る
^
考
へ
て
ゐ
.る

o

『

社
命
主
義
は
、其
形
_

の

如

何

：を

問

はす
、
:典
產
主
義
に
比
し
て
-m

か
に
®

ん
だ
も
の
で
あ
る
。
社
會
主
義
の
*

礎
は
勞
働
で
あ
^

|&
て
.又
#

&
で
あ
る
0

こ
れ
實
に
凡
ゆ
る
眞
IE
の

富

、
あ

、ら

ゆ

：る
:«
正

：の

多

様

性

の

、源

泉

で

あ

る

◊

個
人
の
無
差
別
、
隨
て
全
體
の
無
妣
會
無
秩
序
を
欲
す
る
も
の
で
は
無
く
、
所
布
に
從
餾
せ
ぬ
純
粹
の
勞
働
®
織
を 

a£

礎v
j

し
て
建
設
せ
ら
れ
じ
«:

會
を
欲
す
る
も
の
で
あ
る
。
此
意
味
に
於
ぐ
て
勞
働
が
li
i
i
:會
の
眞
の
®

素
な
りV」

詔 

め
ら
れ
も
祉
會
虫
義
が
眞
芷
社
儕
の
學
說
で
あ
る
ビ
稱
せ
ら
れ
る
^
ハ
註
さ 

： 

.
遮
奐
彼
に
依
れ
ば
社
贪
主
蕺
も
亦
共
產
主
義
に
優
れ
る
ビ
も
ノ
決
し
て
典
自
翁
完
全
な
る
も
の
で
は
な
い
。
典
自 

:

#
の
a

に

r

個
の
矛
质
を
含
ん
で
ゐ
る
.：.

」

此
矛
府
は
社
龠
主
義
の
f

ゆ
る
個
々
の
不
合
理
ど
金
體
ビ
し
て
の
不
可 

能
性
の
眞

1H
朱
り
雛
き
股
因
で
あ
る
' s

t
e〖 n

は
其
の
理
を
說
明
し
て
日
く 

『

社
龠
主
義
は
勞
働
が
资
本
を
支
：l®
せ
ん
®

を
欲
す
。
然
る
R

資
本
は
眾
な
る
所
有
S

興
な
ク
以
前
の
勞
働
の
集
賴 

せ
り
れ
れ
殘
物
で
あ
る
。
か
く
し
て
勞
侧
の
結
眾
は
现
實
の
‘活
動
せ
る
勞
働
に
支
*

せ
ら
れ
"

勞
働
の
條
件
は
现
實
M

: 

:
の
勞
働
に
從
«

し
"
過
由
の
勞
働
は
現
在
0

勞
働
，，に
從
屬
也
ね
ば
な
ら
な
い
琪
に
な
る
。
而
も
總
て
現
在
.の
勞
働
は
、

.
；
: 

そ
れ
が
火
な
る
勞
働
發
腿
の
結
朵
で
あ
る
ビ
沄
ふ
亭
に
依
て
初
め
て
俏
値
を
持
つ
て
來
る
、
集
a

せ
ら
れ
た
る
勞
働 

を
前
扱
ヒ
せ
ざ
る
勞
働
は
大
し
た
偕
値
を
持
た
a

い
。
...其
故
に
取
得
の
本
質
そ
の
も
の
が
社
會
主
義
の
股
理
ビ
矛
盾 

パ
じ
て
來
る
°:
:
所
苻
は
自
^

勞
働
せ
中
，
又
勞
働
炉
b;

生
じ
れ
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
取
#

勞
働
k

從
艇
せ
ね
ば
な
ら 

な
い
。
而
る
に
資
本
は
も
れ
边
ら
努
働
で
あ
る
か
ら
之
cf

從
J1

し
な
い
。
か
く
し
て
社
會
主
義
は
則
產
そ
の
も
の
の 

廢

..
!
|
:を
內
容
>
/

」

す
る
一
列
の
提
議
を
な
す
の
!1
:

む
な
き
に
到
る
。
こ
の
.方
而
に
於
い
て
社
會
虫
義
は
共
產
主
籤
に
傾 

く
の
：で
，：あ
る
が
、
愛
に
：こ
そ
其
本
來
の
缺
陷
が
最
も
顯
著
に
現
は
れ
る』

ミ
。S

八)

®f
の
如

く

し

て

⑺
£
ロ
は
典
.飯
主
義
も
社
會
主
義
を
も
、
共
^
社
會
理
想
ビ
し
て
不
充
分
"
不
完
全
で
あ
るV

J

し 

て
之
を
■排
斥
し
て
ゐ
る
。
何
故
な
ら
ば
共
能
主
義
も
社
龠
主
義
も
其
內
部
的
本
質&

ら
見
れ
ば
、
唯
く
取
得
社
會
の

節
十
九
卷
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j

階
級
即
ち
ブ
P
レ
タ
リ
ア
の
耍
求
を
系
統
的
な
る
形
式
に
入
れ
た
も
の
に
過
ぎ
ず
而
も
ズ
”
レ
ク
ジ

ア

は®!
:

曾

の
 

.

弱
^
で
あ
り
、
敕
に
於
い
て
も
V
智
力
に
於
い
て
も
ブ
ル
ジ
ョ
ツ
ジ
イ
に
劣
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

. 

旣

U
共
齑
ま
義
成
は
社
#
主
義
が
平
等
原
现
て
ふ
社
會
现
想V

J

し
て
皂
示
せ
ら
る
る
時
は
で
之
を
實
現
せ
ん
ビ
す 

る
ゾ
U
レ
タ
リ
ア
の
努
カ
が
之
に
伸
ふ
康
は
言
ふ
を
埃
た
な
い
。
然
る
にs

t
e
i
n
k

依
れ
ば
ブ
口
レ
タ
ア
は
ブ
レ
ジ
ョ 

ヮ
シ
ィ
に
此
1
れ
ば
数
に
於
い
て
智
力
に
於
い
て
劣
勢
で
あ
る
が
故
に
ブ
ル
シ
ョ
ツ
シ
イ
に
對
抗
し
其
现
想
を
實
現 

せ
ん
ど
す
る
な
ら
ば
そ
は
性
質
上
ブ
ロ
レ
ア
リ
ア
を
支
®
階
級
の
地
位
に
昇
す
可
&
權
力
ど
結
び
付
か
な
け
れ
ば
な 

ら
な
い
C
而
し
て
此
描
力
は
即
ち
國
鍊
で
あ
る
0
发
{■
:
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
政
權
取
#
の
問
題
が
發
往
す
る
。

»
2.
1
1は
夙
^

ズ
ロ
レ
タ
ジ
ア
の
政
權
取
得
の
問
題
を
論
及
し
て
ゐ
る
0 

ー
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
は
今
や
平
等
ビ
い
ふ
社
會
俎
想
の
意
味
に
於
い
て
有
爺
階
級
に
對
し
て
彼
等
が
與
ふ
る
を
欲
せ 

ざ
る
も
の
,'
>

亦
與
え
得
ざ
る
も
の
を
耍
求
す
る
0

彼
等
は
又
國
家
に
對
し
國
家
の
槪
念
成
は
法
律
に
矛
盾
せ
る
所
の 

も
の
を
國
家
が
‘行

ふ

可
き
で
あ
る
V

J5 ?

求
す
る
。
彼
等
は
«

て
其
の
要
求
の
»

行
は
之
を
國
家
秩
序
ど
社
#
秩

序

ど
 

に
W

待
す
可
か
ら
ざ
る
を
悟
る
。
そ
こ
で
彼
等
は
社
會
上
彼
等
が
從
屬
せ
る
有
產
階
級
が
國
權
を
も
棠
振
せ
る
ど
言 

ふ
事
を
悟
る
弒
果
、
B

家
が
彼
等
の
要
求
を
拨
助
し
な
い
の
は
、
國
權
を
振
れ
る
階
級
が
斯
の
如
き
援
助
を
な
す
事 

に
依
て
自
己
の
市
#

的

、

犯

人

的

利
益
が
打

破

せ

ら

.る
るV」

云
ふ
興
理

F1
1

の
た
め
で
あ
る
ビ
の
見
解
が
彼
等
の
中

に
 

^

て
-̂

る

：
:

»
く
し
て
栏
ら
6

¥

^
援
助
を
求
め
る
の
が
義
務
で
あ
6
ノ
可
能
で
あ
る
ミ
の
信
念
隨
て
ぬ
己
の 

.加

#

思

想

を

實

行

せ

ん

た

め

に

國

權

を

奪

収

す

る

の

が

疋

し

い

マ

」

の

信

念

が

ブ

ロ

レ

タ

リ

ア

(:
^

3

來

る

'

註

九

、
0 

乍
^
'

. s
r
e
i
n
l

に

仅

れ

.ば

.
，

r
v

 

p 

V
タ

グ

ア

.

.の

政

榴

獲

パ

得

.が

.取

赏

.V」
.

な

つ

.
T

组

は

れ

る

に

ば

.雅

.常

な

因

雞

.
M
i
s
'
.
.
.

る

o 
.蓋

レ
ブ
妗
レ
タ
リ
ア
は
社
會
の
弱
者
で
あ
つ
て
歡
に
於
い
て
、
智
力
に
於
い
て
ブ
,

ジ
ョ
フ
ジ
イ
に
劣
る
か
ら
で
ゐ
る
。

只
之
が
成
功
す
る
^

合
は
.フ
.：ロ
：レ.
.
.
.
ク
.
.リ
ア
が
■民
主
黨V」

■結
合
せ
し
場
合
で
あ
る
。
而
し
'て
フ
.
&レ
.タ
リ
アV

J

テ
^
ク 

.

ラ
シ
ィ
が
國
家V

J

其
の
權
カ
ど
を
則
猨
せ
し
む
る
苹
命
が
眞
個
の
社
會
革
命
で
あ
る
。
即
ち
彼
(:
侬
れ
ば
ブ
ロ
レ
タ 

リ
ァ
が
政
權
を
槳
搌
す
る
垛
合
は
雕
だ
社
會
革
命
必
場
合
で
あ
る
。

『

社
會
茁
命
は
勿
論
ズ
&

レ
タ
”

ア
若
ぐ
は
無
資
本
の
勞
働
の
た
め
に
、
國
桃
を
猻
#
せ
し
め
ん
ど
す
る
も
の
な
れ 

:

.

.:
ば

、
其
高
仰
な
る
性
®

上

、
絕
對
的
に
普
遍
的
な
權
カ
は
社
會
の1

階
級
の
手
に
落
ち
る
。

牝
階
級
は
亦
砒
會
の
佥 

.

:生
活
.を
包
括
せ
る
極
め
：て
決
定
的
の
利
窖
を
有
し
て
：ゐ
る
。
隨
て
彼
等
は
自
己
の
|1

:
會
的
地
位
ょ
り
來
る
此
特
殊
利 

0

の
だ
办
に
國
權
を
行
使
す
る
事
に
な
る
。
彼
等
比
典
國
權
の
力
で
凡
て
の
他
の
利
害
ビ

任
務
^

を
己
の
利
番
に
從 

臌
皆
し
む
る
樣
に
な
る
。
彼
等
は
)]
lb

會
の
服
從
せ
し
め
ら
れ
た
る
部
分
ょ
々
自
由
な
る
自
己
決
宛
權
を
餹
ひ
> 

殊
に 

丨
此
@

的
の
た
め
に
、
此
人
々
-が
國
權
に
關
與
す
も
に
到
る
デ
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
は
か
く
し
て
祉
會
の
ニ
半
を
槪
念
上
共 

姐
な
>
<v
)
可
き
社
會
ょ
b

f
h<
lし
て
®

家
ビ
社
會
ど
を
不
s

ri
l

な
ら
し
め
る
。
資
本
が
勞
働
を
支
®

す
る
所
に
不
自
rt
l
 

;
が
、存

す

る

樣

に

勞

働

..が

資

本

を

变

g

す
る
；所
に
も
亦
不
自
It
l

が
存
す
る
。
ブ
ロ
レ

タ
リ
ア
の
勝
利
は
自
曲
の
勝
利
で 

あ
.る
可
&

に
却
て
實
は
不
自
11
1

の
擴
利
で
あ
る
0 

;
:
中
此
不
掛
凼
は

同

時

に

木

向

，由
な̂
 ̂

最
も
腐
敗
せ
る
、
隨
て 

.

又
最
も
不
W

能
な
る
現
象
で
あ
る
：：
聚
し
此
不
自
1±
1

の
中
に
於
い
て
支
配
し
て
ゐ
る
耍
素
た
る
、
下
觭
階
級
は
、
眞 

. 

の
屯
權
を
振
る
可
き
條
#

を
具
.へ
て
ゐ
な
い
。
彼
等
は
此
主
權
の
基
礎
た
る
物
質
的
財
貨
を
持
た
な
い
o

又
®

神
的 

財
货
に
於
い
て
も
有
產
階
級
に
勝
.て
は
居
ら
ぬ
。
却
て
槪
.し
て
遙
か
に
劣
て
ゐ
る
。

方
れ
ば
ブ

ロ
レ
タ
リ
ア
が
_
權 

第

屮

九

卷

(
一

六
九
五)

.
マ
少
ク
ス
階
級
闘
爭
說
起
源
考 

第
十i

號ー泜泜



第
十
九
卷
：

(
一

六
九
六)

マ
ル
ク
ス
階
級
闕
爭
說
趄
源
考 

笫
十1

號

i

、

:

をi
#

振
す
る
に
は
、
內
部
的
の
、
眞
正
の
資
格
を
缺
い
で
か
る
。
社
會
の
優
れ
た
階
級
に
_
權
を
掌
し
め
、
同
寺
に 

此
支
亂
を
主
張
す
町
さ
道
徳
的
勢
カ
を
之
に
與
ふ
る
の
が
內
部
的
正
當
で
あ
る
ビ
言
ふ
事
は
前
述
し
^
。
此
、玫
に
ブ 

ロ
レ
タ
^

ア
が
國
權
を
搌
る
事
は
二
重
の
.矛
盾
で
あ
る
、
そ
は
絕
對
の
不
自
*

で
あ
る』

^

C

S十)

 

c
t
d
n

は

フ

I
レ
タ
リ
:?
,の
政
權
犯
符
行
#
所
ち
社
會
革
命
に
到
し
て
.も
其
不
自
由
、
不
合
理
を
忌
隙
な
く
指
摘
し 

て
、：
斷
乎
ど
し
て
之
を
，•
け
て
ゐ
る
。

,
共
產
主
篛
、
社
會
主
；義
を
满
自
身
に
茅
盾
を
毡
含
せ
る
も
の
ど
し
て
刼
け
、
社
#

革
命
を
不H

由
、：

不

合

现

の

も
， 

の
ど
し
て
排
除
せ
し
彼
ば

M
他
取
得
卸
會
に
於
け
る
矛
盾
を
如
何
に
し
て
除
去
せ
ん
ミ
す
る
か
。
&
に
ょ
れ
±̂
:1
{
:會 

:
:
改
寧
即
も
之
で
あ
る
。

.
娘

は

フ

ロレ

タ
ヮ
ア

ど

ブ

ル
ジ

ョ

ッ

ジィ
マJ
の

階

級

對

立

を

撤

廢
せ
ん
ど
す
る
も
の
で
は
な
いO

而

し

て

社

#

改 

3

の

目

が

も|^
&

對
3>
の
撤
廢
に
存
す
る
の
で
は
ぶ
|い
:0
蓋

し『

之

を

以

て

社

會

改¥
の
內
容
ど
な
す
は
、
外
部
的 

人

間

生

活

の

本

性

を

金

く

否

認

す

る

も

の

で

あ

る

''
°

人

間

は

勞

働

に侬
る
發
M

無
く
し
て
は
單
«:

る
勞
働
を
高
め
て 

资
本
ど
す
S

こ
ビ
は
11
1

來
な
い
。
人
問
は
、
之
に
侬
て
勞
働
が
資
本
^

發
達
す
る
の
を
妨
害
せ
ら
る
る
が
放
に
そ
れ 

.を
欲
し
な
い
。
ケ
測
人
類
の
®
は
此
の
發
達
k

®

く
。
此
對
立
を
撤
廢
す
る
人
は
人
而
社
會
の
生
活
：̂
客

を

破

壊

す
：
 

る
も
の
で
ぁ
る
U
實
際
に
於
い
て
之
を
樅
廢
す
る
こ
•ど
は
ブ
ロ
：レ
タ
タ
ア
の
意
忍
で
は
な
いO  

:

: 
•フ

ロ
レ
タ
リ
ア

.

.

.は
寧
ろ
：資
本
を
取
得
し
得
ん

*

を
欲
す
る

1
訑
<
:十
1
> 
愛
に
於
い
て
社
會
改
革
の
目
的
は
取
得
を
跋
礎

S>
J
せ
る
社
會
に 

在
つ
て
、
勞
働
換
言
す
れ
ば

.
•ソ
か
レ
タ
リ
ア
を
し
て
資
本
の
取

^
:を
可
能
な
ら
し
ひ
る
が
如
、
讅
饺
の
施
設
を
行
ふ

以
上
1
$
1人

はL
o
r
e
n
z

 

von, stein.

の
附
級
闘
淨
說
を
.通
觀
し
れ
。 

•

:

ン

.
•フ
ロ
：レ
，タ
リ
ア
對
ブ
.ル
ジ
ョ
フ
ジ
ィ
の
階
級
對
立
を
以
て
近
世
社
脅
の
不
可
避
的
、
必
然
的
現
象
ビ
^
し
、
ブ
ロ 

K 

, 

ネ

リ

ア

®:
運
動
ビ
社
會
主
義
"
:I
h
ハ
產
主
義
が
必
然
的
連
關
を
布
す
る
も
の
ビ
な
し
"
這

個

社

龠

主

義

"

共

產

主

義

賞 

■;
'現
の
方
法W

し
て
のV

ロ
;̂
タ
グ
：ア
の
社
會
革
命
を
認
識
せ
し
は
"
確

に

s
i
b
a
r
t
Q

言
へ
る
が
如
く L

o
r
e
n
z

 v
o
n

 

S
t
e
b

を
以
て
噙
矢
S
す
る
も
の
で
一
あ
々
S

十
6
。
且
つ
彼
の
業
績
も
亦
實
に
愛
に
#
す
る)

遮
奥
吾
人
はS

t
e
i
n

 

€

マ
,

ク
ス
；、

」

の
間
に
縱
令
幾
多
の
典
通
せ
る
忍
想
の
存
在
せ
る
マ」

す
る
も
而
も
兩
者
の
間 

に
は
到
底
超
ゆ
る
可
か
ら
ざ
る
瓜
想
的
維
集
の
介
在
す
る
こ
ビ
を
湣
過
す
る
こ
:̂

は
出
來
な
；い
ノ

ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
を
以
て
近
代
的
耻
觀
現
象
ビ
な
し
、：

ブ
ゲ
ジ
”
フ
ジ
ィ
對
ブ

-T
T
レ
タ
タ
.ア
の
©
級
對
鋳
を
以
て
資 

:

本
虫
義
的
祉
會
の
不
可
避
的
、
:'
'
芯
然
的
：所
產
で
あ
ん
共
產
主
義
,

社
會
主
義
を
以
て
ブ
>

レ
タ
リ
ア
の
窮
周
目
標 

V
J

な
し
、
社
會
革
命
を
以p

之
が
實
現
の
方
法W

な
す
點
に
於
い
て
は
兩
者
の
見
解
は
必
す
し
も
相
背
馳
し
な
い
。

乍
併
、

s
t

e
i

n
、

は

保

守

的

で

あ

る

“
彼

も

亦

ブ

ル

ジ

,

ジ

ッ

ィ

對
ブ

ロ

レ
タ
ジ
ア
の
對
立
を
見
る
に
到
り
し
社
會
が

.

.
將
に
改
<造
の
前
枚
^

立
て
る
を
知
つ
て
ゐ
る
"
乍
併
颇
殺
は
必
す
し
も
避
く
可
か
ら
ざ
る
も
0

に
は
あ
ら
で
改
&

に

依

て

避

け

る

と

■€
'
が
出
來
’る0

.

«
覆
の
効
果
は
唯
一
.
時
的
の
も
の
で
あ
る
か
ら
改
苠
に
依
な
こ
ど
が
必
要
で
あ
る
。

.

暴
力
を
用
‘ふ
可
き
で
は
な
い
。
，暴
力
は
反
動
を
惹
起
す
る
。
而
も
N
Cれ
に
依
て
社
會
は
進
步
し
な
い
で
却
て
危
地
に 

:

:
陷

る

：。
；
：最

鼓

の

社

會

形

]1

社

、

最

：も

提

い
-

亦
最
も
充
實
せ
る
發
肢
を
遂
げ
し
社
會
で
あ
り
、
固
ら
最
も
充
實
せ
る

. 

紐
織
を
有
し
、
あ
ら
ゆ
る
過
虫
の
社
會
進
步
の
階
段
を
破
棄
せ
す
し
て
、
古
き
者
ビ
現
在
の
新
し
き
者
ビ
を
調
和
せ 

し
む
可
き
社
會
で
あ
る
。
故
に
最
も
囪
然
な
る
進
步
の
遒
は
社
會
の
不
斷
の
革
新
で
あ
ら
ぅ
"

被
支
配
階
級
は
自
、'b

. 

婼

十

九

卷

(
一

六
九
七)

マ
か
ク
ス
階
級
闘
爭
說
起
源
考 

, 

笫
十
一
狨
一
五
七



锒

十

九

卷

(

十
六
九
：八
> 

マ
ル
ク
ス
階
級
剿
|

證

考

:

V 

笫

十

一

挺

:

i

「

じ
を
救
ぷ
-事
を
得
す
。
支
；*

»級
亦
進
ん
で
自
己
の
利
益
を
棄
つ
可
し
ど
患
は
れ
な
ぃ
。
乍
併
、
鬪
爭
せ
る
社
會
階 

級

::
«
夕
に
立
て
凡
て
の
た
め
^
則
る
可
会
ー
つ
の
力
が
あ
る
。
そ
は
即
ち
國
'家
で
あ
る
。
國
家
を
呼
び
起
し
？
之
を 

支
®
階
級
の
勢
力
か
ら
解
放
し
、
以
て
、
助
無
き
者
を
救
は
な
け
れ
ば
な
ら
を
ぃ
°
其
時
こ
そ
社
會
の
存
立
が
救
は 

れ
る
。f

l

斯
く
し
て
共
產
主
義
、
社
會
主
_
は
、
不
充
分
の
も
の
，
矛
盾
に
充
て
：る
も
の
、
ft
會
.
K命
は
不
自 

以
の
も
の
-
;不
可
能
„

o

 

T劫

け

矣

、
階
級
對
音
撤
廢
せ
ら
る
U

で
は
な
く
、
國
家
に
侬
る
社
. 

#

改

，
提

に

依

て

*

和
せ
ら
る
可
さ
も
0
マ」

せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

之
1

反
し
ー
し
マ
ル
ク
ス
に
於
し
て
は
全
然
趣
を
異
に
し
て
/j

る
。

マ
ル
ク
ス
は
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
に
、
將
來
*
會
を 

^

5U

す
！"
き
:̂

史
6

^
漱
を
|-
'
'̂'
:

て
ゐ
る
。
即
ち
フ
ロ
レ
メ
ジ
ア
は
ブ
ダ
ジ
ョ
フ
ジ
ィ
と
の
闘
^

に
衣
て
^

1|

を
#: 

振
し
之
に
仅
て
^

&
雜
立
の
無
き
將
來
社
會
を
實
現
す
可
&

^

の
ど
な
し
て
ゐ
る
。

マ
^

ク
ス
は『

共
產
鐵
宣
言』

こ 

於
い
.て
謂
ふ
。：
ノ
レ

■
『

ブ
ロ
レ
タ
リ
ァ
は
グ
ル
.ジ

n
ソ
ジ
ィ
に
對
す
名
鬪
带
に
於
ぃ
て
必
然
的
に
階
級
は
結
合
し
、
萆
命
に
依
つ
て
支 

S
：

枚
級
ど
ろ
ぅ

^

配
&

&
ど

し

て

暴

力

的

に

、
舊
生
產
關
係
を
撤
廢
し
*

此
生
產
關
係
ミ
典
に
、
階
級
敵
對
の

存
S

件
、
階
級
二
般
及
び
階
級
ど
し
5

1

の
i

お
も
掀
廢
す
る
。
階
f

踏
級
鎌
立
墓
伴
へ
る
舊
ブ
ル

シ

ヮ

兩

俞

に

^

て
て
#
人
の
自
由
な
る
發
展
がg

人
の
.

な

る

發
展
の
條
#

た

る

一

個

の

，
蹄
べ
ロ
が
現
ね
す
る

』 

と

。(

註
十
四)

_
 

國
家
觀
は
豇
k
雨
者
の
軒
輊
を
®
著
な
&
し
め
る
。

マ
ル
ク
ス
に
在
^\

て
は
.
®家
は
支
配
險
級
を
抓
猶
ず
を
た
め
.

P
 

る
る
如
ぐ
槪
念
的
に
は
峻
別
せ
ら
る
る
が
、
實
際
生
活
上
に
於
い
て
は
勿
論
相

.11

.

.に
，關
連
す
る
。
乍
併
國
家
は
恒
に 

,
. 

.

.
:

ン
人
類
生
存
の
最
高
形
式
に
し
て

最
高
任
務
で>

9

り
、
神
聖
.な
る

も
の
で
あ

濫
用
に
依
て
其
任
救
の
遂
行
を
妨
げ
ら 

.

,
れ
し
場
合
ミ
雖
も
柄
>1
:つ
自
己
の
超
越
的
使
務
を
有
す
る
超
人
的
の
も
の
で
あ
る
。
勿
論
支
酏
階
級
は
屢
々
自
己
の 

利
齊
の
：た
め
に
國
家
を
，利
用
す
る
こ
ビ
が
あ
る
け
れ
^

も
而
も
そ
れ
は
.1
£

に
濫
用
で
あ
る
。
國
家
は
階
級
の
上
に
位 

,

:!.
な

け

れ

ばな
ら
ぬ
"
S

十
.五〕

、

マ
ル
ク
ス
の
國
家
_
ii
:
國
家
を
以
て
俯
級
抑
爾
機
關
ヒ
看
做
す
所
_
階
級
國
家
說
で
あ
る
。
之

に

反

し

てStein 

は
國
家
を
以
て
階
級
對
立
の
上
に
浮
動
せ
る
不
凝
不
偏
の
理
念
で
ゐ
る
と
看
る
點
に
於
い
て
彼
は
へ
ー
ゲ
ル
の
理
念
ン 

國
家
說
を
保
持
せ
る
も
の
で
あ
石
。
:'
:
:
:

吾
人
は
次
にStein 

w

マ
ル
ク
ス
ビ
，の
思
想
交
涉
に
關
し
て
考
察
す
る
で
あ
ら
ぅ
。

S
t
e
f
n

 

の
名
藉，

，
D
e
r

 

S
o
z
i
a
l
i
s
m
u
s

 

u
n
d

 

I
C
o
m
m
u
i
s
m
u
s

 

d
e
s

 

l
i
e
u
t
i
g
e
n

 

F
r
a
n
k
r
e
i
c
h
/
)

 

1
8
4
2

 

は
屢
く 

マ
ル
ク
ス 

.

.
の
$

«

的
構
成
に
深
刍
感
銘
を
與
え
た
€

稱
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
果
し
て
然
る
か
。

マ
ル
ク
ス
が
當
時
旣
に
斯
書
を
知 

悉
せ
し
事
は
彼
が『

神
ii

象
族
J(

独
十
s

に
於
い
て
B

r

u

n

o

B

a

a

e

r

を
批
判
す
る
に
際
し
て
、

B
a
n
e
r

の
見
解
が
本 

;

.

: 

.
;

書
の
範
圃
を：

出
で
ず
，
英
_

@

_社
會
主
義
思
想
に
言
及
せ
ざ
る
は
蓋
し「

皆
が
本
書
に
於
い
て
之
を
取
扱
は
ざ
々
，
, 

一
 

，し
^

め
な
る
可
し
ビ
挪
%

し
、

又

\
^
6
3
;̂

監
5

&

£

1

>
如3
^

1

:

,

0

0

!

:

^

I
C
a
r
l

 

G
5:
n 

の
著 

s

e
 

S
O
Z
E
e
n

 

B
e
w
e
g
s
l
J

 

\

 

:

 

i
n

 

F
r
a
n
k
r
e
i
c
h

 

批
評
の
.一
文,,I

C
a
r
l

 

G
rcs
n al

s

 G
e
s
c
h
i
c
h
t
s
c
h
r
e
i
b
e
r

 

こ
を
奇
せ
て
同
®

の

內

容

が
-'
c
o
a
p の

換

#

奪 

一
 

胎

な

る

：所

以

を

述

：べ

し

(

誅
十
さ
事
に
侬
て
も
明
白
で
あ
る
。
此
事
實W

他
方
"

同
書
の
出
版
せ
ら
れ
し
一
八
四
ニ
年
.

.
一
 

.

.

.:

ぐ
し
マV

ク
ス
：の
®
想
が
系
統
化
し
始
め
た
J

A
四
四
年
e
の
間
に
"
時
間
的
前
後
が
存
在
せ
し
辦
が
纏
て
マ
ル
ク
ス

1 

■
:

笫

十

九
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,
マ
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ク
ス
階
紙
脚
爭
說
趄
源
考
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九
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マ
ル
ク
ス
階
級
闘
爭
說
趄
源
考

第
十
一
號

1

六
〇

l:
s

:t
5

^

5̂*
の
^

:^
的
^
響
の
可
能
を
豫
想
せ
し
む
る
の
で
あ
る
。
乍
併
菩
人
は
此
思
想
的
影
響
の
^
1
1
:無
业
程 

度
を
遽
に
決
定
す
ろ
事
は
出
來
な
い
。

此S
E

題
を
提
起
ぜ
し
最
初
の
人
は
露
國
の
マ
ル
ク
ス
主
義
者Peter 

S
t
r
u
v
e

で
あ
る
。

政

は

：
\
，しJ、

—

七
於 

Die.. N
e
u
e

 

Zeit 

ャ
に
，
.

Z
w
e
i

 .bisher 

unbekannte';Aufs

p:tze 

von... JCarl 

M
a
r
x

 

in 

vierzLqcr J
a
h
r
e
n
’d 

及
/

o\ir 

E
n
t
w
i
c
k
d
u
n
g
s
g
e
s
c
h
o
n
t
e

 

der 
Wlssenschaftlfchs 

Ssialis 
日 us 

=(

蝕
十
.
6 
の 
ニ 
論
文
を
寄
亡
て
、
其
中
で
マ

、，
, 

ス
に
對
す
る2

??

日
の
影
数
を
カ
說
し
た
。

;&

等
の
論
文
は
M
想
界
に
大
な
る
波
紋
を
*
起
し
、
赞
否
の
二
分
野
を 

生
せ
し
め
た
。

S
o
m
b
a
r
t
,

 

M
u
c
k
l
e
,

 

o
p
p
e
n
H
e
i
m
e
r
v

 M
a
s
a
r
y
k
,

 

Granfeld, G
e
o
r
g

 

A
d
l
e
r

 

H
a
g
g
c
h
e
r
,

等
ょ
s
 

度
の
弟
こ
そ
あ
れ
影
#
說
に
加
爾
し
、F

r
a
n
z

 
IVIehr

Erg, 

M
a
x

 

>

&

3は
之
^
對
し
て
须
強
に
無
影
«
說
を
闽
守
し 

た
。(『

"
7
-九

)

為
人
2
愛
で
楚
#
の
論
^
の
次
浓
に
就
い
て
言
及
す
る
違
を
有
れ
な
い
。

.避
^
吾
人
は
韓
ゐ
多
か
れ
^
か
れ
マ
ル
ク
ブ
k
對

す

るs
s
n

の
影
響
b
認
め
る
に
^
路
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
 

蓋
し
旣
'述
せ
し
が
*
ぐ
縱
令
後
年
に
.於
け
る
マ
ル
ク
ス
の
思
想
<£
cn
s
。

の

姐

想

の

間

に

は

超

ゆ

可

か

ら

ざ

る

?*
渠
 

の
存
辜
る
ビ
す
る
も
而
_
も
當
時
未
だ
■
，
構
成
過
程
.
に̂
^

^

ル
ク
ス
の
见
想
が
.St

d
n

の
著
f

幾
多
の 

附
示
ビ
資
料
を
负
ふ
て
ゐ
る
乙
^
は
推
測
す
る
に
雛
く
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
此
の
»
に
於
い
て
吾
人
は
O

J 

A
a
l
c
i
r

の
考
M;
を
©
切
で
あ
る
ヾ」

勞

广
る
が
故
^
之
を
引
用
し
て
自
說
に
換
へ
る
。
&
は
B
ふ

『
s
t
e
m

 
,
の
著
镀—

マ
ル
ク
ス
は
叨
に
之
を
知
り
、
典
出
版
後
之
を
仔
細
に
硏
究
し
た
I

は
ブ
ロ
レ
タ
リ
ァ
を

以
一
.
取
^
の
.̂
^
-

5：!

ぉ
參
■マ

」

歆
め
.
.フ
ル
ジ
3
ソ
'ジ
ィ
對
：フ
P
レ
タ
リ
ア
.の
闺
立
'を
十
九
低
紀
.の
.最
も
1
要
な
る
®
. 

象
 々

―

. 

' 

*\L
 

f%L
 
の 

を 
^
^
^
^
.
に

动

し

、

没

 ̂

a
y
.
.
,

1

級
の
^
^
^
1
^
,
$
^

め

、
而

し

，
て

共

產

'主
^

^を

フ
p

レ

タ

リ

ァ

の

哲^&
*ビ

解

し

た

。

义01
1
>
;
:

は
‘
5

代̂

的
1
^
^
1
^
^
^
^
^
,

本
‘
§̂ 

に
：對

す

る

諸

般

の

深

奧

な

る

洞

察

の

材

料

の

夙

^

サ

ン
•
シ
.モ

ン

ょ

り

\

ィ
•
ブ

ラ

ー

ン

に

到

な

傅

火

な

る

佛

蘭

西

社

#
 

主

義

^

に

存

す

る

こ

ビ

を

S

め
た
。
'.

併

し

、
是

等

の

社
#

主
義
者
の
見
解
は
"

S
t
e
i
n

が
_

利
な
る
辨
證
法
^

由
.て
典 

扼
现
を
)1

關
せ
し
め
た
事
^

ぶ
す
れ
：ぱ
你
ほ
遙
か
に
明
痛
の
度
を
缺
い
て
ゐ
：た
。
而
し
て
マ
ル
ク
ス
は
諸
佛
11

西
社 

龠

キ

寵

者
.;
0
:著
作
に
先
つ
て...stein 

.の
著
書
を
籠
破
し
た
。
0

A
は

マ
ル
ク
ス
が
此
書
.か
.ら

最

も

大

な

る

刺

激

を

受

：
 

け
、S

t
e
L
n

の
推
論
に
倣
て
、
銳
敏
な
る
考
察
に
由
近
世
階
級
鬪
淨
及
政
治
觀
^
於

い

て

は

S
t
d
n

の
抽
出
し 

た
結
論
ょ
6

巡
か
^

進
ん
だ
獨
自
9

歸
結
に
到
達
せ
し
祺
を
，認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。』 (
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S
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t
e
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B
d
.

r

1. 

s. 

4.1 
ff. 

s. 

M
a
x

 

Adler,-
-Die. staatsaufrassung;. des 

M
a
r
x
i
s
m
s

 

s. 

4
5
—46. 

Mehring-Literarischer Nachlass. 

L
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ニ

十
 

G
e
o
r
g

 Adler a. 

a. 

0
0 

s
' 

IS-I9'

，

以
上
吾
人
は
マ
ル
ク
ス
以
前
の
諸
著
作
に
現
は
れ
た
る
階
級
鬪
筚
說
を
收
拾
補
綴
し
て
、
其
史
的
發
M

の
槪
觀
を

論
述
し
た
。

. 

：
 

， 

ノ
斯
一
.

辟

极

.開

麥

說

マ

ノ

^

'ク

：
ス
，に

-於

.て

'
.其

腐

.母

：的

、

.■系

.统

.的

.槪

，
括

を

看

出

す

ま
-て
〗

に

|
±
:
1典

7
0
1
1
.

」

身

永

.き

.

.

.

.
7
.

錄

.
0
.统

'

餘
_

折
の
歷
史
を
經
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
れ
。
階
級
M

f

t
は

先

づ

、

幼

雅

：な

る

形

式

：に

.於
い
て
、
祺
な
み 

0

 

富

者

對

貧

者

の

階

級

對

立

_に

對

す

る

斷

片

的

認

識

ミ
し
て
，
呱
々
の
聲
を
擧
げ
、
.サ
ン
V

シ
名
ン
に
於
い
て
漸
く
靡 

業
階
級
對
非
產
業
階
級
の
對
立
に
對
す
る
認
識
に
進
み
"

1|

て

Q
B
r
i
e
n

 

S
t
e
i
n
,

等
に
看
る
が
.如
さ
ブ
ル
ジ

3
ッ

ジ 

ィ
、
ブ
ロ
レ
タ
リ
ァ
の
階
溆
對
立
に
對
す
る
認
識
ど
な
つ
て
現
は
る
る
に
到
つ
た
の
て
あ
る
。
是
等
幾
多
の
階
級
鬪 

爭
說
の
細
流
は
相
合
し
て
：マ
ル
ク
ス
の
M
潭
を
充
溢
せ
し
め
た
C

マ
火
ク
ス
が
是
等
の
も
の
に
數
多
の
暗
示
S

陶
冶 

V」

を
負
ふ
て
ゐ
る
事
は
言
ふ
を
姨
た
な
い
。
乍

丧
1

且
マ
ル
ク
ス
の
腦
裡
深
く
腺
過
蒸
溜
せ
ら
れ
た
る
思
想
は
全
く 

其
®

相
を1

變
し
て
、
楚
等
の
階
級
鬪
淨
說
ビ
截
然
區
別
せ
ら
る
可
き
獨
自
性
を
具
備
す
る
に
到
つ
た
褀
は
吾
人
の 

:

.'
:
注
目
に
價
す
る
。
：

'

:

」

.

3
 

:

:
而
ら
ぱ
マ
ル
ク
ス
階
®

闘
邻
說
|の
獨
自
：性
は
那
邊
に
存
在
す
る
か
ミ
言
ふ
に
、
其
は
這
說
が
嚴
密
な
る
喵
物
虫
義 

.

的
见
考
方
法
>
換
言
す
れ
ぱ
唯
物
史
觀
の
上
に
確
固
た
る
地
盤
を
有
し
て
ゐ
る
ど
言
ふ
點
R

存
す
る
。
而
し
て
此
M
 

考
方
法
は
へ
，丨
ゲ
ル
的
辨
說
法
を
緯
ビ
し
フ
-

ィ

H

ル
：パ
'ッ；
ハ
的
唯
物
論
を
經
マ」

す
る
動
的
社
會
®1

て
あ
る
。
乍
併

.

.

.

.

.

.

.
そ
れ
は
南
：者
を
其
0

布
：の
形
態
に
於
い
て
併
用
_せ
る
も
の
て
ば
無
く
、
鐵
ろ
兩
者
を
JI
:

揚
せ
る
も
の
で
あ
る
。

マ
ル
ク
.
1ス
對
へ
ー
ゲ
ル
は
如
何
な
る
關
係
に
立
て
る
か
。
之
が
好
個
の
典
據V

J

な
る
も
の
は
マ
ル
ク
ス
の
資
本
論
第 

.

ニ
版
の
序
文
で
あ
る
。

マ
-

V

ク
ス
は
謂
ふ

『

予
の
辨
餓
法
は
へ
！
ゲ
ル
の
辨
蹬
法V

は
正
し
く
反
對
で
あ
る
。

へ
ー
ゲ
ル
に
取
{

て
は
、
彼
が
觀
念
な
る
名
稱 

一
 

の
下
^

獨
立
の
主
體
に
變
诈
し
め
た
所
の
恩
惟
過
程
は
、
單
に
.其
外
部
的
現
象
に
過
ぎ
な
い
所
の
、
實
在
の
創
造
老 

.

.で
あ
る
。
予
^

於
て
；は
之
ビ
反
對
に
？
觀
念
は
人
間
の
頭
腦
の
中
に
置
換
さ
れ
、
翻
_
せ
ら
れ
た
物
質
に
外
な
ら
な

.
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•

:鈔
證
法
は
\
へ
ー
:ォ
ル
の
手
中
で
刺
秘
化
し
た
が
そ
れ
は
決
し
て
彼
が
其
ニ
般
的
運
動
形
態
を
#
^
位
扼
的 

蟲

的

方

法

に

侬

て
_

せ
1

事
を
妨
げ
る」

も
の
で
は
な
い
。
講

法

は

彼
k

於
い
て
類
倒
し
て
ゐ
る
。
菩
人
は
之 

を
«

倒
し
て
其
职
秘
的
外
殼
の
税
に
合
理
的
中
核
を
發
見
し
/1

け

れ

ば

な

ら

次

い

。

辨

證

法

は

其

合

理

的

形

態

(:
於 

:
い
テ
は
現
存
せ
る
も
の
:0
-

#
宠
的
理
解
を
含
む
ビ
同
時
に
、
其
否
矩
、
其
必
然
的
消
滅
を
含
み
，
且
つ
一
切
の
生
®
 

せ
る
形
式
を
ば
運
動
0

流
轉
の
裡
に
、
即
ち
そ
の
經
過
的
方
而
に
侬
て
珊
解
す
る
^

註
ー)

■

……

即
ち
マ
ル
ク
ス
«

べ
ー
ゲ
\

の

關

.#

は
；同
時
.に
、
；從
屬
的
で
あ
&

、
對
立
的
で
あ
.る
。
そ
乙
で
此
從
餾
的
關
係
並 

に
^

立
的
は
那
邊
に
存
す
る
か
を
決
定
す
る
の
®

が
，

Q

る
。
此
目
的
の
た
め
に
、
吾
人
は
、

へ
ー
ゲ
ル
の
辨
證
法
の

木
質
如
哬
フ
.マ
ル
ク
ス
W

其
の
如
何
^

る
要
素
を舐

！！

し
、
如
何
な
る
要
素
を
裔
定
す
る
か
を
確
定
し
な
け
れ
ズ
な 

.

.
ら
な
い
。

,

へ
ー
ゲ
ル
の
辨
_
独
は
、
世
界
舞
裏
の
嚣
々
た
る
喷
騷
の
背
後
に
は
果
し
ー
\
 

i

個
の
內
部
的
な
、
靜|

|

な
る
秘 

.

め
ブ
る
防
が
尨
在
し
て
>
其
の
裡
^
、
經
過
す
る
一
切
の
現
象
の
根
本
的
動
カ
が
保
有
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
か 

:

如
何
か
喜
ふ
問
題
に
隱
聯
す
る
。
而
し
て
へ
丨

ゲ
ル
は
答
、へ
て
謂
ふ
、
世
界
史
は
決
し
て
偶
然
に
委
せ
ら
れ
る
も

の

 

.
て

は

;«
く
、
寧
ろ
冒
を
知
る
觀
念
の
光』

を
.俗
び
て
現
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ど
。
而
し
て
此
事
實
は
疋
に
三
重
0
盘 

.縣
を
有
す
る
。
;
ー
つ
^
日
ぐ
、
世
界
史
は
，
.そ
：の

中

に

事

物

が

不

斷

に

_

化
し
、
而
し
て
永
遠
の
生
滅
が
行
は
る
る
：

.

所
の
ニ
個
の
•過
程
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ニ
に
日
く
r

此
過
程
は
、
不
時
の
退
嬰
を
な
す
事
あ
る
も
、
而
も
永
遠
に

k
 i

つ
の
進
步
、
低
き
％
の
よ
ヶ
高
き
も
の
へ
0;
上
#
を
示
す
も
0'
^
あ
る
。
三
に
日
く
膝
史
の
中
に
は
絕
對
的
理
‘

. 

—

 

か 
I贫 

せ

れ

る
.
o
'
ノ
^

的
理： .<5:5.±

:1>?̂
£遂

'か
.

.

^
し

て
、

»
»
. 

 ̂

o

は
、
特
定
段
附
に
現
は
れ
る
絕
對
的
理
念
の
f

像
に
他
な
ら
な
い
"

之
ド
侬
れ
ば
人
類
砂
歴
史
は
自
然
的
意
旗
の.
放 

殚
よ
りI

般
的
自
出
、
■
即
ち
中
一
觀
的
自
to
へ
の
久
し
き
に
百
一
^N

て
發
展
す
る
敎
化
で
あ
る
。

へ
ー
ゲ
ル
の
歷
史
铒
學
ば
革
命
的
方
而
並
に
保
守
的
方
而
を
具
有
す
る
。
革
命
的
方
而
S

は
そ
れ
が
、
就
中
、
事 

物
の
;̂
£

性
を
提
示
し
、
世
界
史
の
«

釋
を
不
斷
の
生
滅
過
程
の
中
(:

觉
め
た
に
存
す
る
。
此
意
味
に
於
い
て
、
存 

立

し

た

一

切

の

®

物

は
一
度
®

値
を
有
し
た
に
せ
よ
、
何
時
か
は
繼
て
消
滅
す
る
の
運
命
を
免
か
れ
な
い
。
之
れ
に 

,反
し
て
其
保
守
的
方
而
^

は
、
：
總
て
.の
社
會
階
段
を
其
時
代
に
對
し
て
必
然
的
の
も
0'

從
て
合
理
的
の
も
の
^
考
へ 

:

る
點
R

存
ず
る
。
か
^

V

又

實

在

せ

し4

の

、.「

即

ち

嘗

て.存

立

し

、

而

も

內

的

必

然

性

の

根

據

か

ら

自

己

を

，主

張

せ 

し
ー
切
の
も
の
は
理
&

的
の
も
の
ビ
し
て
說
明
せ
ら
れ
た
。

マ
ル
ク
ス
は
世
界
史
的
發
M
に
關
す
る
へ
.
fゲ
ル
の
學
說
か
ら
ー
一
個
の
根
本
的
見
解
を
操
6
入
れ
た
。
即
ち
其
一 

は
歷
史
は
生
滅
の
永
遠
の
過
程
を
表
明
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
此
過
程
R

於
い
て
總
て
個
々
の
局
而
は
縱
令
そ
れ
が 

總
て
の
近
世
の
政
治
的
若
く
は
道
徳
的
槪
念
と
矛
沿
す
る
所
大
で
あ
つ
て
も
、
無
條
#

的
に
必
然
的
に
、
相
對
的
R
 

:

.

是
認
せ
ら
る
可
き
で
あ
る
ど
_言
ふ
都
之
で
あ
る
：
次
い
で
マ
ル
ク
ス
は
、
世
界
史
的
過
程
は
、

一
個
の
進
步
的
の 

:

:
よ
.

C
S

低
き
も
の
よ
れ
、
よ
り
商
会
も
の
へ
，昇
る
所
の
發
展
を
示
す
も
の
で
あ
る
ど
の
へ
.丨
ゲ
ル
の
見
解
を
梂
用
し 

へ
 

た
。
乍
併
、
世
界
史
的
翁
展
の
法
财
に
關
し
て
マ
ル
ク
ス
と
へ
ー
ゲ
ダ
ぐ
し
は
疋
反
對
の
結
論
^

到
達
し
た
。
蓋
し
へ 

.

.

.
丨
ゲ
ル
は
、
此
法
則
を
杂
く
空
想
的
方
法
に
依
て
絕
對
的
理
念
の
自
己
發
殷
か
ら
廣
释
し
犮
の
.に
反
し
て
マ
ル
ク
ス 

:

は
全
ぐ
之
ざ
反
齔
0

見
«

を
表
明
じ
た
'

即
ち
組
朴
な
る
"

物
質
的
生
產
は
其
發
展
.の
個
々
の
方
而
に
於
い
，て
人
類 

.

.の1

切
の
«

念
並
^

歷
见
的
發
M

に
對
し
其
決
定
的
契
機
ど
着
做
さ
る
可
き
で
あ
る
マ」

。
斯
の
如
く
へ
ー
ゲ
ル
が
世 
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第
十一

號

一
六
六

:
:界
史
的
發
腿
の
標
準
ど
し
て
提
起
し
た
现
想
主
.義
的
運
動
法
則
は
嚴
密
な
る
唯
物
主
義
的
運
動
法
則
化
變
つ
て
し
ま 

つ
れ
の
で
あ
る
。(
胜
5

:

乍
併
這
般
の
變
化
.は
決
し
て
直
接
に
成
就
せ
ら
れ
た
も
の
で
な
く
、

フ
ォ
イH

ル
パ
ッ
,
の
影
響
を
埃
て
初
め
て 

行
は
れ
た
の
で
あ
る
。
彼
の
著「

*

#

敎」

の
本
質
は
當
時
の
人
々
に
深
さ
感
部
を
與
え
た
。

マ
ル
ク
ス
は
一
時
フ
ォ 

イ
エ
ル
バ
ッ

,

の
信
徒
ど
な
つ
た
の
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
が
、
人
間
が
觀
念
を
劍
造
す
る
、
觀
念
は
、

へ
！
ゲ
ル
の 

见
惟
す
る
如
く
決
し
て
人
間
の
滕
史
を
決
定
す
る
も
の
で
は
な
い
^

の
見
解
を
懷
抱
す
る
^

到
つ
た
の
は
、

一
つ
に 

フ
ォ
イ
？チ
ル
バ
ッ
メ
に
埃
つ
も

の

で

あ

る

。同
時
に
彼
の
全
®

想
方
向
が
唯
物
主
義
的
®
礎
の
上
に
®
設
せ
ら
れ
し 

:

:

つ
に
彼
が
、
吾
人
の
宗
敎
的
空
想
を
劍
造
せ
し
、
ょ
り
高
&
本
質
は
單
に
吾
人
自
身
の
本
質
の
空
想
的
汊
映
に 

▲

ぎ
な
い
も
の
ど
の
フ
ォ
イ
ユ
ル
パ
ッ
ハ
の
見
解
を
採
用
せ
し
に
曲
れ
る
も
の
で
あ
る
。

フ
f
イ
キ
ル\

 

,
|ぐ
は
說
叨
し
た
"
神
の
信
仰
"
’即
ち
人
間
の
空
想
的
、
天
國
的
地
位
の
信
仰
は
、
現
實
的
生
活
.

.

.

.:に
於
て
"
必
然
的
に
人
間
の
否
定
.に
導
く
。
.神
を
否
宠
す
る
事
は
、
人
間
の
否
定
を
否
定
し
、

人
間
の
感
覺
的
、
現

-

實
的
、
從
て
又
必
然
的
化
、
政
治
的
、
社
會
的
地
位
^

の
交
渉
を
要
求
す
る
所
以
で
あ
る
.。
個
々
の
人
間
其
自
身
は 

.決
し
て
，人
間
：の
本
質
を
隶
坝
す
る
事
は
出
來
な
い
。
'こ
れ
這
個
人
間
の
本
質
は
、
寧
ろ
共
同
社
會
の
裡
に
の
み
包
含 

:.
.
:せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
何
ん
^」

な
れ
ば
孤
立
せ
る
人
間
が
決
し
て
舰
念
を
.造
り
出
す
も
の
で
は
な
く
、
事
る
觀
念
は
啦
だ 

-

人
間V

J

人
間
マ」

の
會
話
か
ら
發
生
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
，槪
念
及
び
现
性
は
共
闾
社
會
生
活
の
結
采
で
あ

る
。
彼
は
謂
ふ『

人
間
は
其
亩
段
、
通
你
の
意
味
に
於
け
る
人
間
で
あ
る
。
人

間

y」
入

問

、

予
ど
汝
S

の

統I

が
神 

■

全
面
様
.が
蹯
如
マ」

し
.て

現

は

：れ

る

。

 

广

:
 

■讀
 

遮
莫
彼
は
更
に
實
踐
的
領
域
に
深
ぐ
洞
入
し
な
か
つ
た
。
彼
の
人
本
主
義
は
全 
<
,抽
象
的
の
も
の
で
あ
つ
农
。
彼 

.
は

一

個
の
道
を
示
し
て
吳
れ
た
。
し
か
し
彼
は
自
ら
此
.道
を
步
む
の
勞
を
採
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

.

_

:フ
'
ォ
イ
エ)

パ
デ
パ
；ば
人
間
か
ら
出
發
し
た
が
、
其
れ
は
it

單
^

形
式
上
現
«

的
で
あ
る
^

過
ぎ
な
い
。
W

も
此 

人
間
が
生
息
す
る
泄
界
に
：關
し
て
.は
何
筝
論
及
す
る
所
が
な
い
。
此
人
間
は
恒
R

同
一
の
抽
象
人
で
あ
る
。
成
程
彼 

'

は
他
の
人
間
d

交
渉
す
る
舻
、
併
し
他
の
人
間
も
總
て
彼
自
身
同
樣
柚
象
人
に
外
な
ら
な
い
。
S

H)

マ
ル
ク
ス
は
如
何
に
し
て
フ
ォ
イH

ル
メ
ッ
ハ
を
^
服
す
る
事
が
出
來
た
か
。

フ
1
イ
ユ
ル
バ
ッ
ハ
の
抽
象
人
の

.

認
識
は
如
何
に
し
て
マ
ル
ク
ス
R
於
け
.る
社
會
人
の
認
識
に
進
ん
だ
か
。

1
八
四
五
年
マ
ゲ
ク
ス
が
も
の
し
た『

フ
>

イ
チ
ル
パ
プ
ハ
論
綱』

は
正
に
這
役
の
®

息
を
傅
ふ
る
も
の
で
あ
る
。
彼
は
愛
に
フ
ォ
イ
チ
ル
，
パ
ッ
ハ
の
學
說
の
迷 

:
;
,
.
,
忘
を
思
！

ぐ
雛
詰
し
て
、
其
短
所
を
巧
に
指
摘
し
て
ゐ
る
。
日
く 

,
u
;!『

v

ォ
イ
ユ
ゲ
パ
ッ
パ
は
祭
敎

^

ホ
質
の
«

釋
を
人
_
吣
本
質
の
«

に
觉
め
て
ゐ
る
、
が
人
間
的
本
質
は
決
し
て
谷 

■

個
人
に
內
在
す
る
：1
象
體
で
は
な
い
::
°
彼
の
瑰
實
性
の
中
に
は
社
會
的
諸
關
係
0

總
體
が
存
立
す
る
の
で
あ
る
。
而 

し
て
フ
ォ
イ
エ
ル
グ
ッ

'
ハ
は
社
會
的
諸
關
係
の
總
體
.を
究
め
る
こ
ビ
を
な
さ
な
い
か
ら
彼
は
人
間
の
眞
正
の
本
質
即 

.
,
:ち
社
會
的
人
間
を
理
解
す
る
：事
は
出
來
な
い
。
そ
れ
故
に
彼
に
在
つ
で
は
人
間
的
本
質
は
唯
單
に
種
屬
ど
し
て
の
み
.

叩
ち
多
數
の
個
人
を
只
0
然
的
に
結
合
す
る
所
の
內
的
な
*
沈
默
せ
る
普
遍
性
ミ
し
て
の
み
理
解
さ
れ
る
事
が
出
來 

.

る
の
であ

：：

る
"

「

然
し
乍
ら
现
實
的
人
間
5
旣
寐
の
世
界
に
於
て
、
特
定
の
環
境
の
下
に
特
定
の
時
聞
に
於
い
，て
行
動
す
る
。
其
故
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第
十
5
 

.
 

p

、
l 

に
現
®

的
人
間
を
理
解
す
る
た
め
に
は
歷
史
に
於
い
で
行
動
す
る
儘
の
人
間
を
a

察

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

『

フ
■
，イ

エ
ダ

ハ
ソ
々
力
，{病
敬
的
世
界
の
解
釋
を
そ
の
現
世
的
®

礎

に

覓

め

た

の

は

正

し

い

、

が

彼

は

^

士

事 

成
せ
ら
れ
た
後
に
於
い
て
も
尙
ぼ
主
要
事
が
依
然
■(
£
し
て
収
■

さ
れ
て
ゐ
る
乙

ビ

を
看
過
し
て
ゐ
る
。
即
ち
皮
ょ
£

に
^

敎^
s

己

超

脫

宗

敎

的

、
M想
像
的
世
界V

J

现
實
的
世
界
^
の
世
界
の
重
祓
化
._

が
现
世
的
仳
界
の
自
己 

氣

矛

B

か
ら
の
み
說

_

ら

る可
I

s

る
事
を
示
？

可

秦

f

。

f

u

s

s

f

s

 

f

パ
一
に
は
そ
の
矛
盾
に
於
い
て
®
卿

せ

ら

る

可

き

で

あ

々

次

ぎ

に

.
は

此

矛

盾

の

排

除

に

侬
て
革
命
化
せ
ら
る
可
き
で

愛

に五
！！

人

は

？

イ

」

ル

づ

ハ

の

杣

象

的

人

本

論

が

如

何

に

し

て

マ

ル

ク

ス

の

所

謂

眞

正

の

人

本

論

に

變

化

せ

し
 

力

を

器

に

看

做

す

る

事

か

出

來

ス

。
。

而

し

て

愛

^

眞
疋
の
人
本
論
ビ
は
唯
物
史
觀
の
別
名
に
他
な
ら
ぬO

M
a
s
a
r
y
k

 

ヵ
其
名
_

>

»1
£ philosophischea 

s
d socfologfsclien 
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